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中
で
も
、
幹
線
道
路
の
整
備
を
重

点
的
に
取
り
組
む
事
業
の
一
つ
と
し

て
、
都
市
計
画
道
路
 親
  野
  井
  羽
  貫
 線

お
や
 の
 
い
 
は
 ぬ
き

の
全
線
開
通
の
ほ
か
、
野
田
と
関
宿

地
域
の
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
発
展
を
目

指
し
、
江
戸
川
左
岸
連
絡
道
路
の
整

備
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
関
宿
地
域
の
東
西
の
交
通

ア
ク
セ
ス
向
上
の
た
め
、
県
道
結
城

野
田
線
と
県
道
我
孫
子
関
宿
線
を
東

西
に
結
ぶ
幹
線
道
路
「
都
市
計
画
道

路
 次
  木
  古
  布
  内
 線
」
の
整
備
を
行
っ

な
み
 き
 
こ
 
ぶ
 う
ち

て
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
ま
で
に
宝
珠
花
橋
付

16

近
か
ら
親
野
井
羽
貫
線
ま
で
の
　
メ
519

ー
ト
ル
が
完
成
し
ま
し
た
が
、　
年
17

度
か
ら
は
、
県
道
我
孫
子
関
宿
線
ま

で
の
残
る
　
メ
ー
ト
ル
の
用
地
の
取

751

得
を
進
め
、
本
年
　
月
か
ら
、　
年

10

23

３
月
の
完
成
に
向
け
て
工
事
に
着
手

し
ま
し
た
。

歩
行
者
の
安
全
も
確
保

　
ま
た
、
幅
員
は
　
メ
ー
ト
ル
で
、

16

９
メ
ー
ト
ル
の
車
道
の
両
側
に
３
・

５
メ
ー
ト
ル
の
歩
道
を
設
け
、
歩
行

者
の
安
全
を
確
保
し
ま
す
。

　
な
お
、本
工
事
は
、　
年
度
に
全
国

21

で
初
め
て
制
定
し
た
、
労
働
者
の
適

正
な
賃
金
を
確
保
す
る
「
公
契
約
条

例
」の
対
象
と
な
る
初
の
工
事
で
す
。

【
問
合
せ
】
道
路
建
設
課
、
公
契
約

条
例
は
管
財
課

解
消
や
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
の

道
路
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
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市
で
は
、
合
併
後
、
住
み
よ
い
街

づ
く
り
を
目
指
し
て
、
交
通
渋
滞
の

工工事事が進む次木古布内線（親野井羽貫線付近が進む次木古布内線（親野井羽貫線付近））

野 田 市 制 施 行
６０周年記念事業

　市では、市制施行６０周年を記念して、
ＮＨＫ千葉放送局との共催で、「ＮＨＫ
のど自慢」の公開放送を行います。
　出場・観覧を希望される方は、今号の
１０面をご覧ください。

【日時】 平成２３年１月３０日日11：45～
【会場】 野田市文化会館

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
し
た
「
総

合
計
画
（
新
市
建
設
計
画
）」
に
基
づ
き
、
合
併
後
の
新

市
の
一
体
感
醸
成
の
た
め
、都
市
基
盤
や
駅
周
辺
の
整
備

な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
中
で
も
、
幹
線
道
路

の
整
備
を
重
点
事
業
の
一
つ
に
位
置
づ
け
、
関
宿
地

域
の
東
西
の
交
通
ア
ク
セ
ス
向
上
と
歩
行
者
の
安
全

確
保
の
た
め
、
都
市
計
画
道
路
次
木
古
布
内
線
の
用

地
取
得
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、　
月
か
ら
は
、
来

10

春
の
完
成
に
向
け
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。

来 来
春春
のの
完
成
完
成
にに
向向
けけ

　
　
 　
　
 次
木
古
布
内

次
木
古
布
内
線線
をを
整
備
整
備
へへ

　
　
　
　
　
～～
関
宿
地
域
の
東
西
の
ア
ク
セ
ス
向
上
を
め
ざ
し

関
宿
地
域
の
東
西
の
ア
ク
セ
ス
向
上
を
め
ざ
し
てて
～～

■次木古布内線整備図

都
市
計

都
市
計
画画

道道
　
　
路路

 出場者と観覧者募集



許

　
市
で
は
、
合
併
に
際
し
、
関
宿
地

域
の
浸
水
対
策
と
し
て
、
六
丁
四
反

立
関
宿
高
校
付
近
ま
で
の
千
　
メ
ー

820

ト
ル
の
区
間
で
、
同
水
路
の
改
修
工

事
を
進
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、　
年
８
月
に
再
び
記
録
的

20

な
集
中
豪
雨
で
市
域
全
体
で
浸
水
・

冠
水
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、

緊
急
性
の
高
い
箇
所
を
優
先
す
る
た

め
、　
年
度
か
ら
、
補
正
予
算
を
組

20

み
、
応
急
的
な
排
水
対
策
を
進
め
る

と
と
も
に
、
六
丁
四
反
水
路
を
は
じ

め
と
し
た
恒
久
的
な
排
水
整
備
を
市

内
全
域
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
　
メ
ー
ト
ル
を
整
備

113

　
同
水
路
は
、
昨
年
か
ら
今
年
の
６

月
に
か
け
て
、
関
宿
高
校
前
の
　
メ
320

ー
ト
ル
の
区
間
で
整
備
を
行
い
、
全

体
の
約
　
パ
ー
セ
ン
ト
が
完
了
し
て

15

水
路
の
改
修
工
事
を
、
新
市
建
設
計

画
の
重
点
課
題
の
一
つ
に
か
か
げ
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
六
丁
四
反
水
路
は
、
親
野
井
地
区

か
ら
船
形
地
区
へ
通
じ
る
、
約
７
・

７
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
排
水
路
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
平
成
　
年
度
か
ら
浸

15

水
箇
所
の
調
査
や
解
析
に
取
り
組
み
、

暫
定
調
整
池
の
緊
急
工
事
や
、
水
路

の
拡
幅
、
道
路
の
か
さ
上
げ
工
事
な

ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、　
年
の
台
風
に
よ
る
記

16

録
的
な
降
雨
で
、次
木
や
東
宝
珠
花
、

木
間
ケ
瀬
地
区
な
ど
、
広
い
範
囲
で

浸
水
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、　19

年
に
、
国
と
共
同
で
東
宝
珠
花
地
先

に
排
水
ポ
ン
プ
場
を
設
置
す
る
と
と

も
に
、
同
年
か
ら
下
流
部
分
の
、
県

整備が進む六丁四反水路（写真は関宿高校付整備が進む六丁四反水路（写真は関宿高校付近近））

六
丁
四
反
水

六
丁
四
反
水
路路
をを
改
修
改
修
しし

   　
関
宿
地

関
宿
地
域域
のの
浸
水
被
害
解

浸
水
被
害
解
消消
へへ

　
そ
こ
で
、「『
障
害
』
の
『
害
』

の
字
の
ひ
ら
が
な
表
記
に
関
す
る

基
本
方
針
」
の
素
案
を
ま
と
め
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
で

皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
っ
た
う
え
で
、

「
障
が
い
者
基
本
計
画
推
進
協
議

　
「
障
害
」
の
「
害
」
の
字
に
は
、

「
悪
く
す
る
こ
と
」、「
わ
ざ
わ
い
」
な

ど
の
否
定
的
な
意
味
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
人
権
尊
重
の
観
点
か
ら
好
ま
し

く
な
い
と
考
え
、
ま
た
、
当
事
者
や
関

係
団
体
か
ら
の
要
望
も
多
く
寄
せ
ら

れ
、
市
で
は
、
ひ
ら
が
な
表
記
の
検

討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
文
化
庁
の
漢
字
小
委
員

会
で
は
、
石
偏
の
「
 碍
 」
の
字
を
常

が
い

用
漢
字
に
追
加
す
る
こ
と
が
検
討
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
４
月
に
追
加
が

見
送
ら
れ
ま
し
た
。

す
も
の
で
は
な
い
場
合
を
除
き
原
則

と
し
て
「
障
が
い
」
と
表
記
し
ま
す
。

　
な
お
、
今
回
の
変
更
は
、
関
係
機

関
や
団
体
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ひ
ら

が
な
表
記
を
求
め
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
】
社
会
福
祉
課

　
  市
が
作
成
す
る
公
文
書
な
　
　
ど 
の

　
     「
障
害
」の
表
記
を「
障
が
い
」に

会
（
藤
井
浩
会
長
）」
の
審
議
を
経

て
、
関
係
条
例
や
規
則
の
改
正
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

　
本
日（
　
月
１
日
）か
ら
は
、
条
例

11

や
規
則
を
は
じ
め
、市
報
や
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
な
ど
、市
が
作
成
す
る
公
文
書
な

ど
で
は
、法
令
用
語
や
人
の
状
態
を
表

ひ
ら
が
な

表
記
の
例

漢
　
　
字

表
記
の
例

人
や
人
の
状

態
を
表
す

法
令
用
語
や

医
学
用
語

人
の
状
態
を

表
さ
な
い

・
障
が
い
者

・
目
や
耳
に
障
が
い

　
が
あ
る

・
障
害
者
自
立
支
援
法

・
身
体
障
害
者
手
帳

・
じ
ん
臓
機
能
障
害

・
電
波
障
害

・
通
行
の
障
害

・
障
害
物
　

１１月１日か　
　ら 

　
市
で
は
、
合
併
に
際
し
、
関
宿
地
域
の
浸
水
対
策

と
し
て
、「
六
丁
四
反
水
路
」
の
改
修
工
事
を
、
新
市

建
設
計
画
の
重
点
課
題
の
一
つ
に
か
か
げ
て
取
り
組

ん
で
お
り
、
現
在
ま
で
に
、
全
体
計
画
の
う
ち
約
　15

パ
ー
セ
ン
ト
が
完
了
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
引
き

続
き
改
修
を
進
め
、
浸
水
被
害
の
早
期
解
消
を
目
指

し
ま
す
。

い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
今
年
度

は
、　
年
３
月
末
ま

23

で
県
道
岩
井
関
宿
野

田
線
付
近
の
　
メ
ー

113

ト
ル
の
区
間
を
整
備

し
、
全
体
の
約
　
パ
24

ー
セ
ン
ト
が
完
了
す

る
予
定
で
す
。

　
市
で
は
、
浸
水
被

害
の
早
期
解
消
に
向

け
、
引
き
続
き
整
備

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】
管
理
課

■六丁四反水路整備図



距

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
集
め
ら

れ
た
剪
定
枝
や
落
ち
葉
な
ど
は
、で
き

る
限
り
農
薬
や
化
学
肥
料
を
使
わ
な

い
安
全
で
安
心
な
農
産
物
づ
く
り
に

役
立
て
て
い
ま
す
が
、特
に
、秋
か
ら

冬
に
か
け
て
落
葉
期
を
迎
え
ま
す
の

で
、ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
た
だ
い
た
う

え
で
堆
肥
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

無
料
で
戸
別
収
集
も

　
剪
定
枝
や
落
ち
葉
な
ど
の
収
集
方

法
は
、
無
料
の
「
戸
別
収
集
」
か
、

わ
ら
縄
で
束
ね
る
か
、

ば
ら
積
み
の
ま
ま
搬

入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
搬
入
量
が
多
い
場
合

は
、
持
込
量
を
制
限
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、事
前
に
堆
肥
セ
ン
タ

ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
み
ど
り

の
収
集
受
付
は
清
掃

計
画
課
、自
己
搬
入

は
農
政
課

堆
肥
セ
ン
タ
ー
に
お
持
ち
い
た
だ
く

「
自
己
搬
入
」
で
す
。

　
戸
別
収
集
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

９
時
か
ら
　
時
ま
で
に
（
醤
・
□祝 
・

16

年
末
年
始
を
除
く
）「
み
ど
り
の
収
集

受
付
」（
☎
７
１
２
６
 
６
０
６
６
）

へ
電
話
で
申
し
込
み
い
た
だ
き
、指
定

さ
れ
た
収
集
日
に
、玄
関
先
な
ど
搬
出

が
容
易
な
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
収
集
で
き
る
の
は
、
市
内

で
発
生
す
る
剪
定
枝
や
落
ち
葉
、
草

で
、
剪
定
な
ど
を
業
者
に
委
託
し
た

場
合
や
、事
業
所
な
ど
、住
宅
敷
地
以

外
か
ら
発
生
し
た
も
の
は
収
集
で
き

ま
せ
ん
。詳
し
く
は
、４
月
に
配
布
し

た「
平
成
　
年
度
版
ご
み
の
出
し
方
・

22

資
源
の
出
し
方
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

自
己
搬
入
は
堆
肥
セ
ン
タ
ー
へ

　
自
己
搬
入
は
、９
時
か
ら
　
時
ま
で

17

－

家庭から出る落ち葉などを堆肥家庭から出る落ち葉などを堆肥にに

　
環
境
保
全
型
の
農
業
を
展
開
す
る

市
で
は
、平
成
　
年
度
に「
堆
肥
セ
ン

12

タ
ー
」を
設
置
し
て
、各
家
庭
で
処
分

し
て
い
た
剪
定
枝
や
草
、落
ち
葉
な
ど

を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
堆
肥
化
し
、
ご

み
の
減
量
と
農
薬
や
化
学
肥
料
を
極

力
使
わ
な
い
農
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、　
年
度
か
ら
は
、
農
家
や

20

酪
農
家
で
処
分
や
処
理
に
困
っ
て
い

た
「
も
み
殻
」と
「
牛
ふ
ん
」
に
、
剪

定
枝
な
ど
の
堆
肥
を
混
ぜ
た
、
市
独

自
の「
も
み
殻
牛
ふ
ん
混
合
堆
肥
」づ

く
り
に
取
り
組
み
、減
農
薬
の
米
づ
く

り
と
し
て
、　
年
度
か
ら
玄
米
黒
酢
農

21

法
を
、さ
ら
に
今
後
は
、減
化
学
肥
料

の
水
稲
栽
培
も
進
め
る
予
定
で
す
。

■堆肥センター案内図

■剪定枝・落ち葉・草のまとめ方

家家
庭庭
かか
　

　
らら 
のの
剪
定
剪
定
枝枝
やや
落落
ちち
葉葉
なな
　

　
どど 
はは

堆
肥
セ
ン
タ

　
　
   　
　
　
 堆
肥
セ
ン
タ
ーー
へへ

  　
　
～
ご
み
の
減
量
と
環
境
に
配
慮
し
た
農
業
に
向
け
て
～

（
醤
・
□祝 
・
年
末
年
始
を
除
く
）に
直
接

堆
肥
セ
ン
タ
ー
に
お
持
ち
い
た
だ
き
、

事
務
室
で
受
け
付
け
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、搬
入
作
業
は
時
間
内
に
終
わ

る
よ
う
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
自
己
搬
入
で
は
、
剪
定
・

除
草
業
者
や
事
務
所
か
ら
も
収
集
で

き
ま
す
が
、
業
者
な
ど
の
場
合
は
、

搬
入
２
日
前
ま
で
に
電
話
で
堆
肥
セ

ン
タ
ー（
☎
７
１
２
７
 
５
０
５
５
）

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
費
用
は
、
一
般
家
庭
は
無
料
で
、

剪
定
・
除
草
業
者
な
ど
は
、５
キ
ロ
グ

ラ
ム
に
つ
き
　
・
５
円
（
　
円
未
満

52

10

切
り
捨
て
）
で
す
。

　
ま
た
、
収
集
で
き
る
剪
定
枝
や
落

ち
葉
な
ど
は
、
戸
別
収
集
の
対
象
と

同
じ
で
、
ま
と
め
る
重
さ
に
指
定
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
剪
定
枝
は
１
本
２

メ
ー
ト
ル
以
下
に
切
り
、
麻
縄
か
、

－

　
「
株
式
会
社
野
田
自
然
共
生
フ

ァ
ー
ム
」が
　
月
　
日
、市
民
の
皆

10

18

さ
ん
と
協
力
し
た
自
然
環
境
の
保

全
活
動
な
ど
が
優
れ
て
い
る
と
認

め
ら
れ
、渋
谷
区
の
国
立
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー

で「
平
成
　
年
度『
田
園
自
然
再
生

22

活
動
コ
ン
ク
ー
ル
』
農
林
水
産
大

臣
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
同
フ
ァ
ー
ム
は
、江
川
地
区
の
ビ

オ
ト
ー
プ（
生
物
生
息
空
間
）化
を

進
め
る
た
め
、　
年
に
設
立
し
た
第

18

三
セ
ク
タ
ー
で
、水
路
の
整
備
や
復

田
作
業
を
行
い
、　
年
度
か
ら
水
田

20

型
市
民
農
園
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
農
政
課

 「
野
田
自
然
共
生
フ
ァ
ー
ム
」
が

　
　
　
　
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞

豊かな自然の中で田植え体験豊かな自然の中で田植え体験もも



鋸

恩
温

桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶

１２月１日か 　
　 ら 

ら
せ
と
受
給
券
交
付
申
請
書
を
　
月
10

中
旬
に
送
付
し
ま
し
た
。

　
申
請
に
は
、
①
受
給
券
交
付
申
請

書
、
②
子
ど
も
の
健
康
保
険
証
の
写

し
、
③
保
護
者
の
市
町
村
民
税
が
確

認
で
き
る
書
類（
　
年
１
月
１
日
に
野

22

田
市
以
外
に
住
ん
で
い
た
方
の
み
）

が
必
要
で
、
郵
送
で
申
請
す
る
か
、

児
童
家
庭
課
、関
宿
支
所
、各
出
張
所

の
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、　
月
８
日
鉦
ま
で
（
郵
送

11

の
場
合
は
同
日
到
着
分
ま
で
）
に
申

請
さ
れ
た
方
に
は
、
受
給
券
を
　
月
11

末
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。

※
　
年
３
月
　
日
障
ま
で
に
申
請
を

23

31

す
る
こ
と
で
、　
年
　
月
１
日
に
さ

22

12

か
の
ぼ
っ
て
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
問
合
せ
】
児
童
家
庭
課

　
市
で
は
、「
野
田
市
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ

ン
」
に
基
づ
き
、
休
日
保
育
や
訪
問

型
一
時
保
育
な
ど
、
総
合
的
な
子
育

て
支
援
事
業
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
平
成
　
年
に

16

国
の
「
子
育
て
支
援
総
合
推
進
モ
デ

ル
市
町
村
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
特
に
経
済
的
な
理
由
か
ら

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
が
多
か
っ
た
、

乳
幼
児
医
療
費
助
成
を
段
階
的
に
見

直
し
、　
年
度
に
は
小
学
校
就
学
前

20

ま
で
に
拡
大
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
よ
り
一
層
子
育
て
し
や

す
い
街
を
目
指
す
た
め
、
今
年
　
月
12

１
日
か
ら
は
、
対
象
を
小
学
校
３
年

生
ま
で
に
拡
大
し
、
名
称
を
「
子
ど

も
医
療
費
助
成
」
に
改
正
し
ま
す
。

　
な
お
、「
子
ど
も
医
療
費
助
成
」
の

自
己
負
担
額
は
、入
院
が
１
日
　
円
、

200

通
院
が
１
回
　
円
（
市
民
税
が
非
課

200

税
か
均
等
割
の
み
の
世
帯
は
無
料
）、

保
険
調
剤
分
は
無
料
で
す
。

新
た
に
対
象
と
な
る
方
は
申
請
を

　
小
学
校
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で

の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
に
は
、
お
知

乳
幼
児
医
療
費
助

乳
幼
児
医
療
費
助
成成
をを

  小
学
校
３
年

小
学
校
３
年
生生
まま
　

　
でで 
にに
拡
大
拡
大

　
  ～
名
称

～
名
称
はは「
子
ど

「
子
ど
もも
医
療
費
助

医
療
費
助
成成
」」にに
～～

　
市
民
一
人
ひ
と
り
の
生
活
様
式
に

あ
っ
た
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る
た

め
、
市
で
は
、「
健
康
づ
く
り
推
進
計

画
　
」
に
基
づ
き
、
生
活
習
慣
病
予

21
防
や
乳
幼
児
の
栄
養
指
導
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
乳
幼
児
期
に
発
症
す
る

と
死
亡
や
後
遺
症
を
残
す
可
能
性
が

高
い
「
細
菌
性
髄
膜
炎
」
の
主
な
原

因
菌
の
ヒ
ブ
と
、
全
国
で
年
間
約
１

宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
半

額
相
当
額
を
、
市
が
独
自
に
助
成
し

て
い
ま
す
。

　
対
象
者
は
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
が
生

後
２
か
月
か
ら
５
歳
未
満
の
乳
幼
児

で
、
子
宮
頸
が
ん
は
、
小
学
５
年
生

か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
女
子
で
す
。

　
ま
た
、
助
成
額
は
ヒ
ブ
が
１
回
４

千
円（
接
種
開
始
年
齢
に
よ
り
４
回
ま

で
）
で
、
子
宮
頸
が
ん
が
１
回
９
千

円（
３
回
ま
で
）で
す
が
、
い
ず
れ
も

市
の
指
定
医
療
機
関
で
の
接
種
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

　
指
定
医
療
機
関
と
接
種
で
き
る
ワ

ク
チ
ン
な
ど
の
一
覧
は
、
市
報
　
月
10

　
日
号
２
面
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

15助
成
の
手
続
は
不
要
で
す

　
ま
た
、
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、

事
前
に
指
定
機
関
へ
の
予
約
が
必
要

で
、
受
診
時
に
は
、
母
子
健
康
手
帳

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
接
種
後
の
医
療
機
関
へ
の

支
払
い
は
自
己
負
担
分
の
み
で
、
助

成
の
手
続
は
不
要
で
す
。

【
問
合
せ
】
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
７
１

万
５
千
人
が
発
症
し
、
約
３
千
　
人
500

が
死
亡
し
て
い
る
と
さ
れ
る
子
宮
 頸
 
け
い

が
ん
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
全
額
自

己
負
担
の
任
意
接
種
で
、
保
護
者
の

費
用
負
担
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
市

で
は
助
成
の
検
討
を
し
て
き
ま
し
た
。

接
種
は
指
定
医
療
機
関
で

　
そ
こ
で
、　
月
　
日
か
ら
は
、
市

10

15

民
の
皆
さ
ん
が
受
け
る
、
ヒ
ブ
と
子

　
市
で
は
、
既
存
の
学
童
保
育
所

の
過
密
化
を
解
消
す
る
た
め
、
小

学
校
の
余
裕
教
室
な
ど
を
利
用
し

て
、　
月
１
日
に
清
水
・
岩
木
・
七

10

光
台
・
尾
崎
・
関
宿
中
央
の
５
か
所

の
第
二
学
童
保
育
所
を
開
設
し
ま

し
た
が
、　
月
１
日
か
ら
は
、
さ

11

ら
に
野
田
・
柳
沢
・
山
崎
の
３
か
所

を
開
設
し
ま
す
。

　
運
営
は
、
実
績
の
あ
る
社
会
福

  過
密
化
解

過
密
化
解
消消
にに
向向
けけ

　
３３
つつ
のの
学学
童童
保
育
所
開

保
育
所
開
設設

１１月１日か　
　ら 

み
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、開

設
時
間
や
料
金
な
ど
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
平
成
　
年
４
月
に
は
、

23

南
部
・
宮
崎
・
み
ず
き
に
も
学
童

保
育
所
を
新
設
す
る
予
定
で
す
。

【
問
合
せ
】
児
童
家
庭
課

祉
協
議
会

で
す
。

　
申
し
込

写真は山崎第二学童保育写真は山崎第二学童保育所所

２
５
 
１
１
８
８
・
関
宿
保
健
セ
ン

タ
ー
☎
７
１
９
８
 
５
０
１
１

－

－

助成額と窓口支払額

 医療機関での窓口支払額は、接種費用から
 助成額を差し引いた金額となります。

ワクチン
接種費用－

4,000円

9,000円
窓　口
支払額

※接種費用は医療機関により異なりますので、
各医療機関に直接お問合せください。

《助成額》

子　宮
頸がん

＝
ヒ　ブ

ヒヒ
ブブ
とと
子
宮
頸
が

子
宮
頸
が
んん
のの

ワ
ク
チ
ン
接

  ワ
ク
チ
ン
接
種種
費
用
費
用
をを
助
成
助
成

　
  ～
費
用
の
半
額
相
当
額

～
費
用
の
半
額
相
当
額
をを
市
が
独
自
に

市
が
独
自
に
～～



漁

な
と
き
に
は
、「
聞
こ
え
な
い
」
こ
と

が
健
常
者
に
伝
わ
ら
ず
、皆
さ
ん
か
ら

の
情
報
を
収
集
す
る
の
が
困
難
で
す
。

　
そ
こ
で
、
災
害
時
に
自
ら
が
情
報

を
積
極
的
に
収
集
し
、ま
た
、
情
報
を

提
供
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
手
段
と

し
て
、「
野
田
市
聴
覚
障
害
者
協
会（
熊

澤
英
也
会
長
）」と「
野
田
市
手
話
サ
ー

ク
ル
け
や
き
の
会（
岩
渕
三
枝
子
会
長
）」

で
は
、聴
覚
障
が
い
者
と
手
話
ボ
ラ
ン

　
耳
の
不
自
由
な
方
が
、風
水
害
や
地

震
な
ど
、万
一
の
災
害
で
避
難
が
必
要

合計１００枚寄附していただきました合計１００枚寄附していただきました 

　
　
月
９
日
か
ら
　
日
ま
で
は
、
秋

11

15

季
全
国
火
災
予
防
運
動
で
す
。
野
田

市
の
平
成
　
年
中
の
火
災
発
生
件
数

21

は
　
件
で
、
上
位
の
原
因
は
、
放
火

64
と
放
火
の
疑
い
が
　
件
、
た
ば
こ
に

18

よ
る
も
の
が
９
件
で
し
た
。

　
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
季
節
に
な
り
ま
す
の
で
、
①

寝
た
ば
こ
は
や
め
る
②
ス
ト
ー
ブ
は

燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
し
て
使
う

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
か
ら
離
れ
る
と
き
は

必
ず
火
を
消
す
④
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
⑤
寝
具
・
衣
類
は
防
炎
製

品
を
使
用
⑥
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を

設
置
⑦
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く

る
と
い
っ
た
、
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

警
報
器
の
共
同
購
入
説
明
会
も

　
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
は
、
煙

火
災
予
防
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

　
さ
ら
に
、
消
防
本
部
で
は
、　
月
11

６
日
土
　
時
　
分
か
ら
　
時
　
分
ま

13

30

15

30

で
、シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
ノ
ア

店（
中
根
　
 
１
）
で
、
消
防
グ
ッ
ズ

36

の
配
布
や
消
防
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
、

市
内
小
学
生
に
よ
る
防
火
を
テ
ー
マ

に
し
た
ポ
ス
タ
ー
の
表
彰
式
を
行
い

－

ま
す（
同
ポ
ス
タ
ー
展
は
　
月
　
日
鐘

11

10

～
　
日
鉦
８
時
　
分
～
　
時
、
市
役

15

30

20

所
１
階
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
）。

　
な
お
、
火
災
予
防
運
動
初
日
の
９

日
鍾
７
時
に
は
、
消
防
署
の
サ
イ
レ

ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
、
火
災
と
間

違
え
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
消
防
本
部
予
防
課
☎
７

１
２
４
 
０
１
１
４

－

■■火災警報器の設置火災警報器の設置例例

や
熱
を
感
知
し
、
警
報
音
や
音
声
、

振
動
な
ど
で
火
災
を
知
ら
せ
る
機
器

テ
ィ
ア
用
の
災
害
時
の
情
報
収
集
用

グ
ッ
ズ
を
共
同
で
作
成
し
ま
し
た
。

　
グ
ッ
ズ
は
首
か
ら
掛
け
ら
れ
る
カ

ー
ド
で
、
聴
覚
障
が
い
者
用
に
は
、

「
私
は
耳
が
不
自
由
で
す
。
情
報
を

教
え
て
く
だ
さ
い
」
と
、
手
話
が
で

き
る
方
用
に
は
、「
手
話
で
き
ま
す
」

と
記
載
し
て
い
ま
す
。

　
社
会
福
祉
課
と
社
会
福
祉
協
議
会

で
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、

万
一
の
時
に
お
役
立
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
も
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
社
会
福
祉
課

で
、
新
築
住
宅
は
　
年
か
ら
、
既
存

18

住
宅
は
　
年
６
月
か
ら
設
置
が
義
務

20

化
と
な
り
ま
し
た
。

　
住
宅
火
災
に
よ
る
全
国
の
死
者
数

の
７
割
近
く
は
、「
逃
げ
遅
れ
」
が
原

因
で
、機
器
を
設
置
す
れ
ば
、初
期
段

階
で
火
災
を
知
り
、
早
急
な
消
火
活

動
と
避
難
に
よ
っ
て
、
犠
牲
者
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
市
内
の

普
及
率
は
今
年
６
月
時
点
の
推
計
で
、

　
・
９
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

34　
消
防
本
部
で
は
、自
治
会
を
単
位
と

し
て
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
共
同
購

入
の
説
明
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

秋
季
全
国
火
災
予
防
運

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動動

 逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ

　
   火
災
警
報
器
の
設
置
を

耳
の
不
自
由
な
方
へ
 

   災
害
時
の
情
報
収
集
用
グ
ッ
ズ
を
配
布
 

　
共
同
購
入
を
す
る
こ
と
で
、

価
格
が
安
く
な
る
こ
と
や
、
悪

質
な
訪
問
販
売
の
被
害
も
防
止

で
き
ま
す
の
で
、日
程
な
ど
の
調

整
は
、
事
前
に
消
防
本
部
予
防

課
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、共
同
購
入
に
あ
わ
せ
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
、取
り
付
け
が

困
難
な
高
齢
者
世
帯
な
ど
へ
の

設
置
も
お
願
い
し
て
い
ま
す
の

で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

↓↓



っ
て
各
種
事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
結
果
、
北
部
地
区
の
「
ま
め
ば
ん
」

や
梅
郷
駅
東
口
市
営
自
転
車
等
駐
車

場（
駐
輪
場
）
開
設
、
生
活
道
路
等
整

備
事
業
な
ど
の
合
併
関
連
事
業
、
障

が
い
者
総
合
相
談
・
就
労
支
援
セ
ン

タ
ー
事
業
な
ど
の
継
続
、
妊
婦
健
診

の
公
費
負
担
回
数
の
拡
充
、
母
子
家

庭
就
業
自
立
支
援
事
業
、
農
産
物
ブ

ラ
ン
ド
化
確
立
に
向
け
た
混
合
堆
肥

　
平
成
　
年
度
は
、
歳
入
で
は
景
気

21

低
迷
に
よ
り
法
人
・
個
人
市
民
税
が

減
る
一
方
で
、
歳
出
で
は
生
活
保
護

費
な
ど
の
扶
助
費
が
伸
び
て
い
る
こ

と
か
ら
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
収
支

状
況
が
続
く
中
、
市
で
は
総
合
計
画

と
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
着
実
に
履
行

し
、
合
併
に
際
し
約
束
し
た
「
行
政

サ
ー
ビ
ス
は
、
基
本
的
に
そ
の
水
準

を
落
と
さ
な
い
」
と
の
考
え
方
に
沿

の
生
産
と
運
搬
散
布
の
実
施
、
減
農

薬
の
取
り
組
み
で
黒
酢
農
法
へ
の
補

助
な
ど
を
進
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、補
正
予
算
を
編
成
し
、雇
用

対
策
や
、
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た

集
中
豪
雨
に
対
す
る
応
急
・
恒
久
の
対

策
の
ほ
か
、川
間
駅
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
設
備
整
備
や
第
二
学

童
保
育
所
整
備
、小
中
学
校

等
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
整

備
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
　
年
度
の
事
業
に
要
し
た

21
費
用
は
、特
別
会
計
を
含
め
た

全
歳
出
決
算
額
で
　
億
千
　

729

818

万
千
円
、一
般
会
計
の
内
訳
で

は
、歳
入
額
は
　
億
千
　
万

454

765

２
千
円
、歳
出
額
は
　
億
千

444

　
万
３
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

322　
本
号
で
は
、９
月
定
例
市
議

会
で
認
定
さ
れ
た
、決
算
の
あ

ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
人
口
と
世
帯
数
は
住
民
基

本
台
帳
に
よ
り
ま
す
。

 ““市市
営営
交交
番番
””北北
部部
ま
め
ば

ま
め
ば
んん
やや

    梅
郷
駅

梅
郷
駅
東東
　

　
口口 
市
営
駐
輪

市
営
駐
輪
場場
開
設
開
設
なな
　

　
どど 
実
施
実
施

平成２１年度決算
構成比決算額区　　　分
48.7 22,139,019市 税
1.1 481,622地 方 譲 与 税
0.1 65,536利 子 割 交 付 金
3.0 1,364,114地 方 消 費 税 交 付 金
0.1 29,811配 当 割 交 付 金
0.0 15,322株式譲渡所得割交付金
0.4 195,016ゴルフ場利用税交付金
0.4 188,176自 動 車 取 得 税 交 付 金
0.6 277,802地 方 特 例 交 付 金
7.1 3,229,392地 方 交 付 税
0.1 24,906交通安全対策特別交付金
1.2 544,400分 担 金 及 び 負 担 金
2.7 1,217,718使 用 料 及 び 手 数 料
14.6 6,620,570国 庫 支 出 金
4.0 1,837,919県 支 出 金
0.3 １１６,936財 産 収 入
0.0 21,135寄 附 金
2.4 1,099,263繰 入 金
1.8 810,579繰 越 金
2.9 1,295,416諸 収 入
8.5 3,843,000市 債
100.0 45,417,652歳 入 合 計

◆一般会計歳入内訳　　　　　　　（単位:千円・％）

構成比決算額区　　　分
0.8 372,105議 会 費
16.5 7,345,029総 務 費
28.8 12,794,379民 生 費
9.0 3,971,876衛 生 費
0.2 81,306労 働 費
1.9 836,675農 林 水 産 業 費
1.1 477,033商 工 費
14.4 6,409,790土 木 費
3.9 1,717,424消 防 費
10.8 4,790,771教 育 費
0.0 0災 害 復 旧 費
10.8 4,804,573公 債 費
1.8 812,262諸 支 出 金
100.0 44,413,223歳 出 合 計

◆一般会計歳出内訳　　　　　　　（単位:千円・％）

歳入歳出差引額歳出決算額歳入決算額
区　　　分

増減率平成２０年度平成２１年度増減率平成２０年度平成２１年度増減率平成２０年度平成２１年度
23.9810,5791,004,4296.141,858,18044,413,2236.442,668,75945,417,652一 般 会 計
大減22,444△239,6186.815,705,30816,774,9605.115,727,75216,535,342国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
△4.650,49948,165△40.26,366,5833,807,299△39.96,417,0823,855,464下 水 道 事 業 特 別 会 計
△90.412,0831,165△95.6928,80340,771△95.5940,88641,936老 人 保 健 特 別 会 計
34.690,628121,997△1.048,87848,36822.1139,506170,365用 地 取 得 特 別 会 計

△14.6103,64888,5454.66,196,8696,483,3634.36,300,5176,571,908介 護 保 険 特 別 会 計
34.52,2313,001△10.2404,198363,114△9.9406,429366,115次木親野井特定土地区画整理事業特別会計

△21.07,1625,6616.4927,725987,0836.2934,887992,744後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計
△6.01,099,2741,033,3450.772,436,54472,918,1810.673,535,81873,951,526合 計

◆一般会計など決算の概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位:千円・％）

歳
入
歳
入
額額
　

億億
千千
　

万
２
千

万
２
千
円円

454454

765765

歳
出
歳
出
額額
　

億
千
億
千
　

万
３
千

万
３
千
円円

444444

322322

一
般
会

一
般
会
計計

北部まめばんは七光台小学校の向かいに設置北部まめばんは七光台小学校の向かいに設置 

禦



◆使われたお金　　　　　　　　　　    　　（一般会計）
１世帯当たり１人当たり

211,338円82,343円民 生 費
121,325円47,272円総 務 費
105,877円41,253円土 木 費
79,362円30,922円公 債 費
79,134円30,833円教 育 費
65,607円25,563円衛 生 費
70,975円27,652円そ の 他
733,618円285,838円合 計

◆市税の内訳　　　　　　　　　　　　　　　　（一般会計）
１世帯当たり１人当たり

167,882円65,411円市 民 税
162,056円63,141円固 定 資 産 税
16,964円6,609円都 市 計 画 税
15,264円5,947円た ば こ 税
3,526円1,376円そ の 他
365,692円142,484円合 計

土　　地　　　　 2,250,314愛

建　　物　　　　　355,224愛

有価証券　  　　  323,460千円

出資による権利 3,341,942千円

債　　権　　　　293,832千円

基　　金
・現金　　　 　3,898,900千円
・土地　　　　　892,676千円
・債権　　　　　　8,897千円
地方債残高
・一般会計債   42,393,635千円
・下水道事業債  20,811,958千円
・次木親野井特定土地区画整理事業債
　　　　　　　 1,807,510千円

◆財産など

◆健全化判断比率（表内の「－」は、黒字であり該当しません） ※「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の施行で、
平成１９年度決算から財政指標を公表することとされ、２０年
度決算からは、各基準を超えた場合に財政健全化計画や財
政再生計画などの作成が義務付けられました。
　「健全化判断比率」は、自治体の一般会計などの赤字の程
度を示す「実質赤字比率」や、水道や下水道など公営事業も
含めた赤字の程度を示す「連結実質赤字比率」、借金の返済
額の大きさを表す「実質公債費比率」、将来支払うことにな
る負担を「将来負担比率」で示します。
　また、「資金不足比率」は、公営企業の資金不足額が、事業
の規模に対してどの程度あるのかを示すものです。
　野田市の２１年度決算に伴う各財政指標は、いずれも基準
を下回っています。

法非適用企業法 適 用 企 業
下水道事業特別会計水道事業会計会 計 名

－－野 田 市 の 比 率
20.0%20.0%経営健全化基準

◆資金不足比率　（表内の「－」は、黒字であり該当しません）

・２１年度の市債発行額（一般会計）
　　　　　　　38億4,300万円

・市債の残高（一般会計）
　　　　 423億9,363万5千円

１人当たり　 24,733円

１世帯当たり63,479円

１人当たり   272,840円

１世帯当たり 700,258円

◆市債の状況

※残高には、旧関宿町継承分が含
まれています。

早期健全化基準野 田 市 の 比 率
11.91%－実 質 赤 字 比 率
16.91%－連結実質赤字比率
25.0%11.2%実質公債費比率
350.0%106.8%将 来 負 担 比 率

魚
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嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

　
学
校
給
食
に
野
田
産
ブ
ラ
ン
ド
米
を
使
っ
て
、
食

育
に
も
つ
な
げ
よ
う
と
、
市
で
は
　
月
１
日
か
ら
、

10

玄
米
黒
酢
農
法
米
と
江
川
産
米
の
給
食
を
開
始
し
た
。

　
「
も
ち
も
ち
だ
ね
」、

「
香
り
が
い
い
」な
ど
、初

日
の
黒
酢
米
へ
の
感
想
が

あ
が
る
中
、
み
ず
き
小
６

年
生
の
 稲
  見
 直
哉
く
ん
は
、

い
な
 み

「
黒
い
の
か
な
、酸
っ
ぱ
い

の
か
な
と
思
っ
た
ら
、
普

通
の
米
と
か
わ
ら
な
い
よ
」

と
笑
顔
を
見
せ
て
い
た
。

子
ど
も
た
ち
に
大
人
気

　
　
　
　
給
食
の
黒
酢
米

ブランド認定は今秋からスタート

市民訪問

　
昭
和
　（
１
９
７
３
）年
の
若
潮
国

48

体
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
選
手
と

し
て
出
場
し
た
石
塚
雅
子
さ
ん（
左
）。

　
先
月
　
年
ぶ
り
に
地
元
で
開
催
さ

37

れ
た
ゆ
め
半
島
千
葉
国
体
に
は
、ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
の
選
手
兼
コ
ー
チ
と
し
て
、

長
女
の
麻
衣
さ
ん
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
雅
子
さ
ん
は
、「
白
い
ベ
レ
ー
帽
と

タ
イ
ト
ス
カ
ー
ト
、
黄
色
の
ブ
レ
ザ

ー
を
着
て
県
の
花
『
菜
の
花
』
を
表

現
し
、
開
会
式
で
行
進
し
た
の
が
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
」
と
、
麻
衣
さ
ん
は
、

「
若
潮
国
体
以
来
の
５
位
入
賞
に
感

激
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
ま
た
、
２
人
は
小
学
校
で
教
壇
に

立
た
れ
て
い
ま
す
が
、「
私
た
ち
の
経

験
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
は
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
夢

や
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
欲
し

い
。
支
え
て
く
れ
る
皆
さ
ん
へ
の
感

謝
や
継
続
す
る
こ
と
の
大
切
さ
も
伝

え
た
い
」
と
語
り
、
麻
衣
さ
ん
は
、

「
将
来
子
ど
も
が
で
き
て
運
動
を
始

め
た
ら
、
三
代
連
続
の
地
元
国
体
出

場
を
目
指
そ
う
か
な
」
と
笑
顔
で
話

し
て
い
ま
し
た
。

吉
春
在
住
・
雅
子
さ
ん
…
昭
和
　
年
27

生
ま
れ
・
麻
衣
さ
ん
…
同
　
年
生
ま
れ

53

「
若
潮
」と「
ゆ
め
半
島
」

　
親
子
で
地
元
の
国
体
出
場

石
塚
　
麻
衣
さ
ん

石
塚
　
雅
子
さ
ん

　
昭
和
　（
１
９
７
３
）年
に
創
立
百

48

年
を
記
念
し
て
建
設
さ
れ
た
３
階
建

て
の
「
中
央
小
学
校
百
年
記
念
館
」

の
２
階
に
は
、
昭
和
　（
１
９
８
３
）

58

年
に
開
設
さ
れ
た
「
中
央
小
学
校
教

育
史
料
館
」
が
あ
り
ま
す
。

　
展
示
室
に
は
、長
年
受
け
継
い
で
き

た
教
育
へ
の
熱
意
と
理
念
を
知
っ
て

い
た
だ
こ
う
と
、地
域
の
皆
さ
ん
の
寄

附
な
ど
の
協
力
を
得
て
、江
戸
末
期
か

ら
明
治
ま
で
の
寺
子
屋
時
代
の
漢
文

の
教
材
や
、明
治
後
期
か
ら
戦
前
に
か

け
て
使
わ
れ
た
英
語
や
壁
掛
け
式
の

教
科
書
な
ど
の
貴
重
な
史
料
を
展
示

し
て
い
ま
す
。

　
中
で
も
、明
治
　（
１
９
０
３
）年

36

竣
工
時
の
校
舎
の
鬼
瓦
や
、大
正
時
代

に
授
業
の
開
始
を
知
ら
せ
た
ベ
ル
な

ど
の
珍
し
い
史
料
の
ほ
か
、
同
校
で

教
 鞭
 をと
っ
た
童
謡
作
曲
家
・
山
中
直

べ
ん

治（
　
面
参
照
）の
史
料
も
あ
り
ま
す
。

16
　
ま
た
、校
舎
内
に
は
、第
２
・
第
３
の

史
料
館
が
あ
り
、昭
和
初
期
の
理
科
の

実
験
道
具
や
農
具
、さ
ら
に
は
、昭
和

　（
１
９
６
６
）年
ま
で
使
わ
れ
た
校
長

41室
や
奉
安
殿
も
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
開
館
は
、
毎
月
第
２
・
第
４
土
曜

日
の
　
時
か
ら
　
時
ま
で
で
、
見
学

10

15

は
無
料
で
す
（
夏
季
休
業
期
間
な
ど

休
館
の
場
合
あ
り
）。

貴重な史料を数百点展示

紙上公共施設見学会
 　　　　「中央小学校教育史料館」

利
根
運
河
の
魅
力
を

　
　
新
た
な
視
点
で
再
発
見
　

　
豊
か
な
自
然
が
残
る
利
根
運
河
の
魅
力
を
知
っ
て

い
た
だ
こ
う
と
、郷
土
博
物
館
で
は
、同
運
河
通
水
　120

年
を
記
念
し
て
、　
月
６
日
ま
で
「
利
根
運
河
三
十

12

六
景
」を
開
催
し
て
い
る
。

　
多
く
の
船
が
行
き
交
っ

た
時
代
か
ら
、
サ
シ
バ
や

ヨ
シ
ゴ
イ
な
ど
、希
少
な
渡

り
鳥
が
生
息
す
る
現
在
の

姿
ま
で
を
写
真
や
資
料
で

紹
介
。「
こ
れ
か
ら
運
河
を

散
策
し
て
み
た
く
な
っ
た
」

と
話
す
来
場
者
も
い
た
。

運河を空から写した写真（2,500分の1）も
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加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

享

嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉　
写
真
は
、昭
和
　（
１
９

45

７
０
）年
に
、父
親
が
営
ん

で
い
た
自
転
車
店
の
建
て

替
え
の
時
の
様
子
を
撮
影

し
た
も
の
で
す
。

　
提
供
者
の
新
井
さ
ん
は
、

「
当
時
、
上
棟
式
に
は
親

戚
や
近
所
の
人
の
ほ
か
、

同
業
者
も
集
ま
っ
て
、
と

て
も
に
ぎ
や
か
な
も
の
で

し
た
。
建
築
中
の
店
舗
の

鉄
骨
の
下
で
食
事
を
し
た

り
、
お
酒
を
飲
ん
だ
り
し

て
皆
で
お
祝
い
し
ま
し
た
」

と
話
し
ま
す
。

　
ま
た
、「
昭
和
　
年
代
は

30

自
転
車
が
飛
ぶ
よ
う
に
売

れ
ま
し
た
ね
。
し
か
も
当

時
は
舗
装
さ
れ
て
い
な
い

道
が
多
く
、
パ
ン
ク
も
多

か
っ
た
の
で
、
父
親
が
市

内
ど
こ
で
も
出
張
修
理
に

行
っ
て
い
た
ほ
ど
で
す
。

や
が
て
　
年
代
に
入
る
と
、

40

大
衆
向
け
の
自
家
用
自
動

車
が
普
及
し
始
め
た
こ
と

か
ら
、
私
は
自
動
車
整
備

の
仕
事
に
就
き
ま
し
た
」

と
、
新
井
さ
ん
は
当
時
の

様
子
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

写真提供＝新井博さん（野田）

飛
ぶ
よ
う
に

　
　
 売
れ
た
自
転
車
 

①圧力鍋に豚肉、水を入れ、強火で10～15分煮
て、火を止め10分ほどおく②①に、大きめに切っ
たニンジン、ジャガイモ、タマネギとポークコン
ソメ、ローリエ、粒コショウを入れ、強火で3分
煮る③②に、チンゲンサイと大きめに切ったキャベ
ツを入れ、弱火で2分煮て、3分おいて、出来上がり。
※豚肉は骨の付いていないものでもおいしくでき
ます。粒コショウが入ったスープは体を温めますの
で、これからの季節にぴったりです。
《材料》４人分：骨付き豚肉約５００g、キャベツ1個、チンゲン
サイ1束、ジャガイモ4個、タマネギ2個、ニンジン2本、
ローリエ2～3枚、ポークコンソメ1個、水５００cc、粒コシ
ョウ（お好みで）、塩少々

豚肉のニラガ（スープ）

米山ロシタさん（春日町）

　
福
田
地
区
で
は
、
地
区
内
　
の
自

20

治
会
が
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
行
事
を
行

っ
て
い
ま
し
た
が
、
自
治
会
単
位
で

は
な
く
、
よ
り
広
範
囲
で
活
動
し
て

い
こ
う
と
、
平
成
　
年
９
月
に
福
田

12

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
を
立
ち
上
げ

触
れ
合
い
、憩
い
や
楽
し
み
を
持
っ
て

い
た
だ
こ
う
と
、「
シ
ル
バ
ー
シ
ン
グ

ル
サ
ロ
ン
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、今
年
度
か
ら
は
、よ
り
多

く
の
方
に
も
交
流
し
て
も
ら
お
う
と
、

ひ
と
り
暮
ら
し
で
な
く
て
も
参
加
で

き
る
「
レ
イ
ン
ボ
ー
サ
ロ
ン
」
を
新

た
に
始
め
ま

し
た
。

　
年
末
に

は
、ひ
と
り
暮

ら
し
の
高
齢

者
を
訪
問
し
、

日
用
品
を
届

け
な
が
ら
、

で
開
催
す
る
バ
ザ
ー
で
は
、
食
器
や

衣
類
、
玩
具
だ
け
で
は
な
く
、
地
区

内
産
の
お
米
や
新
鮮
な
野
菜
も
出
品

さ
れ
、収
益
は
同
協
議
会
の
事
業
を
充

実
さ
せ
る
た
め
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
福
田
地
区
社
協
・
間
中

☎
７
１
３
８
 
１
９
９
４

－

安
否
の
確
認

や
悩
み
ご
と

の
相
談
な
ど

も
受
け
て
い

ま
す
。

　
ほ
か
に
も
、

例
年
　
月
に

11

福
田
公
民
館

ま
し
た
。

高
齢
者
向
け
に
新
事
業
も

　
同
社
協
は
、
地
区
内
で
も
増
加
す

る
高
齢
者
を
対
象
に
し
た
交
流
会
に

重
点
を
置
き
、
孤
独
に
な
り
が
ち
な

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
は
、
地

域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
若
者
た
ち
と

新規事業では相撲甚句なども鑑新規事業では相撲 甚句 なども鑑賞賞
じんく

恒例のバザーには500人もの人出恒例のバザーには500人もの人出がが

地区社協訪問（11）
 　　　　福田地区社会福祉協議会

　
市
民
と
公
民
館
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
る
生
涯
学

習
の
先
進
事
例
を
学
ぼ
う
と
、　
月
　
日
、イ
ン
ド
ネ

10

15

シ
ア
か
ら
国
家
教
育
相
の
職
員
　
人
が
関
宿
南
部
公

19

民
館
を
訪
問
し
た
。

　
当
日
、
サ
ー
ク
ル
活
動

を
し
て
い
た
切
り
絵
や
大

正
琴
、
日
本
舞
踊
、
紙
芝

居
な
ど
を
興
味
深
く
見
学
。

視
察
団
は「
パ
ソ
コ
ン
の
技

能
も
学
べ
る
の
か
」、「
参
加

者
の
集
め
方
は
」な
ど
と
熱

心
に
質
問
を
し
て
い
た
。

インドネシアの曲を披露したサークルも

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
視
察
団
を

　
　
サ
ー
ク
ル
活
動
で
お
出
迎
え
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京
看板は環境保全課の窓口看板は環境保全課の窓口でで

　
市
で
は
、
市
内
外
の
個
人
や
法
人

を
問
わ
ず
、
市
有
地
２
件
を
一
般
競

争
入
札
で
売
却
し
ま
す
。

①
物
件
番
号
　
 
１（
所
在
地
＝
中

33

野
台
字
川
岸
　
番
１
、同
番
４
、地
目

697

＝
宅
地
、面
積
＝
　
・
　
平
方
メ
ー
ト

199
10

ル
、
価
格
＝
　
万
４
千
円
）

842

②
物
件
番
号
　（
所
在
地
＝
清
水
字

37

貝
塚
　
番
２
、　
番
、地
目
＝
宅
地
、

535

537

面
積
＝
　
・
　
平
方
メ
ー
ト
ル
、価
格

581
91

－

＝
非
公
表
）

　
応
募
要
領
の
配
布
は
、　
月
　
日

11

16

鍾
ま
で
、
入
札
参
加
受
付
は
、　
月
11

１
日
鉦
か
ら
　
日
鍾
ま
で（
い
ず
れ
も

16

土
・
日
・
□祝 
を
除
く
）管
財
課
窓
口
で
行

い
ま
す
。入
札
日
は
　
月
　
日
金
で
す
。

11

26

※
詳
細
は
応
募
要
領
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
応
募
要
領
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

【
問
合
せ
】
管
財
課
管
財
係

一
般
競
争
入
札
で
市
有
地
を
売
却

ぺ
ッ
ト
の
飼
育
は
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

　
動
物
を
飼
う
方
が
増
え
て
ま
す
が
、

フ
ン
の
放
置
や
放
し
飼
い
な
ど
、
周

り
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
と
い
う
苦

情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
月
は「
動
物
に
よ
る
危
害
防
止
対

11
策
強
化
月
間
」で
す
。飼
い
主
は
、周
り

に
迷
惑
や
危
害
が
及
ば
ぬ
よ
う
管
理

と
し
つ
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
飼
い
主
の
注
意
点
　
①
動
物
に
迷

子
札
や
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
つ
け
飼

い
主
が
わ
か
る
よ
う
に
す
る
②
犬
は

登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
必
ず
し
、

放
し
飼
い
は
し
な
い
、
運
動
さ
せ
る

時
は
制
止
で
き
る
方
が
短
い
引
き
綱

で
行
う
③
猫
は
屋
内
で
飼
う
④
サ
ル

や
ワ
ニ
な
ど
の
特
定
動
物
を
飼
う
場

合
は
、野
田
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー（
野

田
保
健
所
）所
長
の
許
可
が
必
要
で
、逃

げ
た
時
は
、
す
ぐ
に
保
健
所
や
警
察

に
通
報
す
る
⑤
動
物
を
飼
え
な
く
な

っ
た
場
合
は
、新
し
い
飼
い
主
を
探

１
５
５
、
動
物

愛
護
セ
ン
タ
ー

東
葛
飾
支
所
☎

７
１
９
１
 
０

０
５
０
、
注
意

看
板
は
環
境
保

全
課

－

す
。
見
つ
か
ら
な
い
時
は
動
物
愛
護

セ
ン
タ
ー
に
相
談
す
る

※
　
月
１
日
か
ら
飼
い
犬
猫
の
引
き

10
取
り
は
予
約
制
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、犬
の
散
歩
時
の
マ
ナ
ー
啓
発

用
の
看
板
を
市
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
野
田
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー（
野
田
保
健
所
）☎
７
１
２
４
 
８
－

　
市
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
千
葉
放
送
局
の
共
催

で
、
ゲ
ス
ト
に
北
島
三
郎
、
都
は
る

み
を
迎
え
た
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」

の
公
開
放
送
を
、
平
成
　
年
1
月
　

23

30

日
醤
　
時
　
分
か
ら
　
時
　
分（
予

11

45

13

30

定
）に
、文
化
会
館
で
行
い
ま
す
。
観

覧
は
無
料
で
す
。　

「「
Ｎ
Ｈ
Ｎ
Ｈ
ＫＫ
の
ど
自
慢

の
ど
自
慢
」」公
開
放
送

公
開
放
送

　
   　
  出
場
者

出
場
者
とと
観
覧
者

観
覧
者
をを
募
集
募
集

　
出
場
申
込
み
方
法

　
出
場
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、　
月
12

　
日
鍾
必
着
で
、
往
復
は
が
き
に
必

21要
事
項
を
記
入
し
、
〒
　
 
８
６
１

260

０
Ｎ
Ｈ
Ｋ
千
葉
放
送
局
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

ど
自
慢
」
出
場
係
に
お
申
し
込
み
く

－

市
制

施
行 
　
周
年
記
念
事
業

６０

だ
さ
い
。

　
応
募
資
格
は
　
歳
15

以
上（
中
学
生
不
可
）

の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

で
、
応
募
者
が
多
数

　
日
鍾
必
着
で
、
往
復
は
が
き
に
必

21要
事
項
を
記
入
し
、
〒
　
 
０
０
０

278

３
鶴
奉
５
 
１
野
田
市
文
化
会
館

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」
観
覧
係
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
記
入
漏
れ
は
無
効
で
、
申

込
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

　
当
選
は
が
き
１
枚
で
２
人（
１
歳
以

－

－

何も記入しない
でください。

※選出結果を印
　刷します

ＮＨＫ千葉放送局

「ＮＨＫのど自慢」
　　　　　出場係 ①郵便番号

②住所
③名前
④年齢
⑤性別
⑥職業（詳細に）
⑦電話番号
⑧歌う曲目と歌手名
⑨曲を選んだ理由
※グループの場合、③、
　④、⑥は全員分

出場申し込み

往信 表

の
場
合
は
、
選
出
さ
れ
た
　
組
に
１

250

月
　
日
上
の
予
選
会
へ
出
場
い
た
だ

29
き
ま
す
。

※
予
選
会
の
観
覧
は
自
由
で
す
が
、

満
席
の
場
合
、
入
場
制
限
を
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
観
覧
申
込
み
方
法

　
観
覧
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、　
月
12

上
）ま
で
入
場
が
可
能
で
す
。

　
番
組
の
放
送
予
定
な
ど
　

　
申
し
込
み
情
報
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら

の
抽
選
結
果
の
連
絡
の
ほ
か
、
番
組

や
イ
ベ
ン
ト
の
案
内
、
受
信
料
の
お

願
い
に
使
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
番
組
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
総
合
テ

レ
ビ
、
Ｂ
Ｓ
２
、
ラ
ジ
オ
第
１
、
国

際
放
送
で
1
月
　
日
醤
の
　
時
　
分

30

12

15

か
ら
　
時
に
放
送
予
定
で
す
。

13

【
問
合
せ
】
文
化
会
館
☎
７
１
２
４

 
１
５
５
５
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
千
葉
放
送
局

☎
　
 
　
）
７
３
１
１

043

227

－

（

切
手

- 0168062

切
手

-

①郵便番号
②住所
③名前
※グループの場合
　は、代表者

何も記入しない
でください。

※抽選結果を印
　刷します

野田市鶴奉５-１
野田市文化会館

「ＮＨＫのど自慢」
　　　　　観覧係

切
手

- 3000872

返信 裏

往信 表 返信 裏

返信 表 往信 裏

返信 表 往信 裏

観覧申し込み

切
手

-

①郵便番号

②住所

③名前

④電話番号

①郵便番号

②住所

③名前

④電話番号

都はるみ

北島三郎
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供

バ
ス
で
行
く
公
共
施
設
等
見
学
会

　
　
月
は
、
児
童
虐
待
防
止
推
進
月

11
間
で
す
。
市
で
は
、
児
童
虐
待
の
相

談
件
数
が
年
々
増
加
し
て
い
る
た
め
、

早
期
に
発
見
・
対
応
を
し
よ
う
と
、児

童
相
談
所
や
医
師
会
、警
察
署
な
ど
と

連
携
し
、「
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協

議
会
」や
児
童
虐
待
相
談
電
話「
子
ど

も
S
O
S
」を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
の
健
や
か

な
成
長
を
損
な
い
、
心
身
に
重
大
な

影
響
を
与
え
ま
す
が
、
家
庭
と
い
う

密
室
で
起
こ
る
こ
と
や
、
子
ど
も
が

声
を
あ
げ
に
く
い
こ
と
で
、
周
囲
が

児
童
虐

 児
童
虐
待待
をを
見
か
け
た

見
か
け
た
らら

「
子
「
子
どど
もも
S
O
S
O
SS
」」にに
相
談
相
談
をを

関
心
を
持
っ
て
い
な
い
と
、
見
逃
し

て
し
ま
う
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　
早
く
気
付
く
こ
と
が
子
ど
も
を
救

う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
身

の
回
り
で
「
日
常
的
に
大
人
の
怒
鳴

り
声
や
子
ど
も
の
泣
き
声
が
聞
こ
え

る
」「
不
自
然
な
傷
や
あ
ざ
が
あ
る
」

「
不
潔
・
病
気
の
ま
ま
放
置
し
て
い

る
」な
ど
、虐
待
を
疑
う
子
ど
も
が
い

た
と
き
は
迷
わ
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
児
童
虐
待
相
談
電
話
「
子
ど
も
S

O
S
」
☎
・
思
０
１
２
０
 
７
８
３

２
８
１
（
休
日
、
夜
間
は
留
守
番
電

－

話
・
フ
ァ
ク
ス
で
受
付
）

◆
児
童
虐
待
な
ど
の
相
談
…
児
童
家

庭
課
、指
導
課
、保
健
セ
ン
タ
ー
☎
７

１
２
５
 
１
１
８
８
、
関
宿
保
健
セ

ン
タ
ー
☎
７
１
９
８
 
５
０
１
１
、

柏
児
童
相
談
所
☎
７
１
３
１
 
７
１

７
５
、千
葉
県
子
ど
も
・
家
庭
　
番
１１０

（
　
時
間
対
応
）☎
　（
　
）１
１
５
２

24

043
２５２

◆
緊
急
時
…
　
番
110

◎
市
役
所
で
ポ
ス
タ
ー
展

　
ま
た
、市
で
は
児
童
虐
待
防
止
啓
発

の
一
環
と
し
て
、　
月
　
日
障
か
ら
　

11

18

24

日
鐘
ま
で
市
役
所
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
、「
わ
た
し
の
願
う
家
族
・
家
庭
」

を
テ
ー
マ
に
、市
内
の
小
中
学
生
が
作

成
し
た
ポ
ス
タ
ー
展
を
開
催
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
児
童
家
庭
課

－

－

－

　
市
で
は
、
平
成
　
年
１
月
予
定
の

23

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
募
集
戸
数
は
、宮
崎
団
地
が
２
戸
、

七
光
台
団
地
が
２
戸
、
大
和
田
団
地

が
２
戸
、
鶴
奉
団
地
が
２
戸
で
す
。

※
家
賃
、
間
取
な
ど
の
詳
細
は
市
報

　
月
　
日
号
５
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

10

15

【
申
込
み
と
問
合
せ
】　
月
１
日
鉦

11

～
　
日
鉦（
上
・
醤
・
□祝 
は
除
く
）に
建

15
築
指
導
課
市
営
住
宅
係
へ

シ
リ
ー
ズ「
ま
め
バ
ス
」⑦

ル
ー
ト
で
０
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
し

て
い
ま
す
が
、６
ル
ー
ト
全
体
で
は
３
・

６
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
６
月
か
ら
８
月
ま
で
は
１
日
平
均

千
人
を
超
え
、
好
調
で
し
た
が
、
９
月

は
　
人
と
減
少
し
て
い
ま
す
の
で
、皆
さ

973
ん
の
さ
ら
な
る
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
で

　
年
度
の
ま
め
バ
ス
利
用
者
が
増
加

22   環
境
の
た
め
に
も
一
層
の
ご
利
用
をを
　

　“
市
民
の
足
”と
し
て
定
着
し
て
い

る
「
ま
め
バ
ス
」
は
、
平
成
　
年
秋

20

以
降
の
景
気
低
迷
の
影
響
な
ど
で
、

利
用
者
数
が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し

た
が
、
今
年
度
に
な
り
や
や
回
復
傾

向
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
９
月
末
ま
で
の
半
年
間
の
利
用
状

況
は
、
前
年
度
同
時
期
と
比
べ
、
北

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
意
見
を
踏

ま
え
た
運
行
計
画
変
更
案
は
、
ま
と

ま
り
次
第
、
市
報
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

【
問
合
せ
】
企
画
調
整
課

■平成２２年度の利用状況
 （平成２２年４月から９月まで）

１便平均１日平均前年度比利用者数ルート
３．７人４４人１０２．１％８，０５９人関宿城
１６．０人４６４人９９．５％８４，９３５人北
８．１人５７人１０２．６％１０，４３７人新北
６．９人６９人１０９．８％１２，６１２人中
１８．８人３０１人１０５．４％５５，０２２人南
８．２人６５人１２３．９％１１，９７５人新南
１２．２人１，０００人１０３．６％１８３，０４０人合計

　
市
や
民
間
が
運
営
す
る
施
設
を
バ

ス
で
巡
る
「
公
共
施
設
等
見
学
会
」

を
、　
月
２
日
障
に
開
催
し
ま
す
。

12

【
集
合
場
所
・
時
間
】い
ち
い
の
ホ
ー

ル
＝
９
時
　
分
、市
役
所
＝
　
時
　

40

10

10

分
。い
ず
れ
も「
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
」

【
コ
ー
ス
】
欅
の
ホ
ー
ル
師
郷
土
博

物
館
・
市
民
会
館
師
清
掃
工
場

【
定
員
・
費
用
】　
人（
抽
選
）・
無
料

30

【
申
込
み
と
問
合
せ
】　
月
　
日
鉦

11

22

ま
で
に
往
復
は
が
き
に
参
加
者
全
員

（
１
枚
で
２
人
ま
で
）の
住
所
、氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
集
合
場
所
、
市

報
に
関
す
る
意
見
を
明
記
し
、
〒
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８
５
５
０
野
田
市
役
所
秘
書
広
報

課
「
公
共
施
設
等
見
学
会
」
係
へ

－

市
営
住
宅
の
入
居
予
定
者
を
募
集

　
市
内
に
伝
わ
る
民
俗
芸
能
を
、
保

存
・
継
承
・
発
展
さ
せ
よ
う
と
、「
民

俗
芸
能
の
つ
ど
い
」
を
　
月
　
日
醤

11

28

　
時
か
ら
　
時
５
分
ま
で
、
欅
の
ホ

12

16

ー
ル
・
小
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
民
俗
芸
能
を
継
承
し
て

い
る
団
体
や
、
継
承
に
取
り
組
む
市

内
小
中
学
校
の
団
体
が
出
演
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
民
俗
芸
能
の
つ
ど
い
実

行
委
員
会
事
務
局（
社
会
教
育
課
内
）

市
と
の
取
引
は
入
札
参
加
申
請
を

は
管
財
課
窓
口
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　
登
録
期
間
は
、　
年
４
月
１
日
か

23

ら
　
年
３
月
　
日
ま
で
で
す
。

25

31

※
水
道
関
係
は
、水
道
部（
中
根
　
・
324

☎
７
１
２
４
 
５
１
４
５
）へ

【
問
合
せ
】
管
財
課
契
約
係

－

　
平
成
　
・
　
年
度
の
「
入
札
参
加

23

24

資
格
申
請
書
」
の
受
付
を
　
月
１
日

11

月
か
ら
　
月
６
日
月
ま
で
行
い
ま
す
。

12

　
申
請
要
領
な
ど
は
、市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
管
財
課
窓
口
で
入
手
で
き
、提

出
は
郵
送
か
宅
配
便
で
、市
内
の
業
者

民
俗
芸
能
を
次
世
代
に
継
承
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野
田
市
制
施
　

　
行 
　
周
年
記
念
事
業

６０

◆
少
年
野
球
教
室
　
　
月
　
日
日

11

28

　
時
～
　
時
総
合
公
園
野
球
場
で
。

10

16

金
光
興
二
氏（
法
政
大
学
野
球
部

監
督
）と
同
部
員
に
よ
る
模
範
演
技

と
実
技
指
導
。市
内
少
年
野
球
チ
ー

ム
の
選
手
・
指
導
者
、市
民
の
方
。申

込
み
は
　
月
　
日
金
ま
で
に
平
日

11

12

は
青
少
年
課
、夜
間
・
土
・
日
・
□祝 
は

堀
江
☎
７
１
２
３
 
６
３
６
２
へ

◆
東
部
地
区
マ
ラ
ソ
ン
大
会
　
　12

月
５
日
日
９
時
　
分
東
部
中
学
校

10

ス
タ
ー
ト
。
小
学
生
・
中
学
生
・

一
般
男
女
の
部
。
申
込
み
は
　
月
11

　
日
日
ま
で
に
直
接
東
部
公
民
館

28☎
７
１
２
２
 
４
２
０
２
へ

講
座
・
教
室

◆
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
教
室
　
　11

月
　
日
～
　
月
　
日
の
月
　
時
～

15

12

13

10

正
午
総
合
公
園
芝
生
広
場
で
。高

校
生
以
上
。先
着
　
人
。申
込
み
は

40

　
月
６
日
土
～
　
日
金（
火
除
く
）

11

12

に
直
接
総
合
公
園
☎
７
１
２
５
 

１
１
５
５
へ

◆
パ
ソ
コ
ン
教
室「
デ
ジ
カ
メ
で
楽
し

―

―

―

も
う
」　
　
月
　
日
木
、　
日
木
　
時

11

18

25

10

～
正
午
野
田
公
民
館
で
。全
２
回
。　20

歳
以
上
。　
人（
抽
選
）。テ
キ
ス
ト
代
　

23

500

円
。デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
持
参
。申
込
み

は
　
月
　
日
水
必
着
で
往
復
は
が
き

11

10

に
氏
名
、住
所
、年
齢
、☎
を
明
記
か
、

直
接
返
信
用
は
が
き
を
持
参
で
〒
　278

 
０
０
３
５
中
野
台
　
 
１
野
田
公

168

民
館
☎
７
１
２
３
 
７
８
１
８
へ

◆
野
田
産
米
で
太
巻
き
寿
司
づ
く

り
　
　
月
　
日
金
、　
日
金
　
時

11

19

26

10

～
　
時
東
葛
飾
地
域
農
林
業
セ
ン

14
タ
ー（
尾
崎
）で
。
各
日
　
人（
抽

20

選
）。費
用
　
円
。
申
込
み
は
　
月

800

11

　
日
水
　
時
ま
で
に
☎
か
直
接
農

10

17

政
課
へ

イ
ベ
ン
ト

◆
な
か
よ
し
運
動
会
　
　
月
　
日

11

11

木
９
時
　
分
～
　
時
総
合
公
園
体

15

14

育
館
で
。市
内
特
別
支
援
学
級
の
児

童
生
徒
に
よ
る
綱
引
き
や
リ
レ
ー

な
ど
。当
日
見
学
可
。問
指
導
課

◆
の
だ
と
く
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０

　
　
月
　
日
土
９
時
　
分
～
　
時

11

13

30

14

　
分
野
田
特
別
支
援
学
校
で
。
舞

40台
発
表
や
頒
布
会
な
ど
。　
時
　

13

15

―

―

―

分
～
　
時
は
P
T
A
に
よ
る
バ
ザ

14

ー
も
。
上
履
き
持
参
。
問
同
校
☎

７
１
２
２
 
７
２
７
０

◆
　
月
の
保
育
所
園
庭
開
放
　
保

11
育
所
の
子
ど
も
た
ち
と
遊
び
、保
育

体
験
や
育
児
相
談
も
。　
時
～
　

10

11

時
。当
日
会
場
受
付
。問
各
保
育
所

◆
韓
流
キ
ム
チ
作
り
　
　
月
　
日

11

13

土
　
時
～
　
時
、　
日
日
　
時
～

13

16

14

10

　
時
南
部
梅
郷
公
民
館
で
。全
２

14回
。費
用
千
円
。エ
プ
ロ
ン
な
ど
持

参
。　
人（
抽
選
）。申
込
み
は
　
月

25

11

　
日
水
必
着
で
往
復
は
が
き
に
住

10所
、
氏
名
、
☎
を
明
記
し
〒
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８
５
５
０
野
田
市
役
所
企
画
調
整

課
内
野
田
市
国
際
交
流
協
会
へ
。

問
桑
原
☎
７
１
２
４
 
８
９
０
４

◆
福
田
の
森
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０

　
　
月
　
日
火
　
時
　
分
～
　
時

11

16

13

30

15

福
田
第
一
小
学
校
で
。
郷
土
芸
能

や
音
楽
隊
の
演
奏
な
ど
。
ス
リ
ッ

パ
持
参
。
当
日
会
場
へ
。
問
同
校

☎
７
１
３
８
 
２
１
０
９

―

―

―

―

◆
関
宿
南
部
幼
稚
園
で
園
庭
開
放

　
　
月
　
日
木
　
時
～
　
時
。
親

11

18

10

11

子
で
保
育
体
験
。
未
就
園
児
の
親

子
。
当
日
会
場
受
付
。
問
同
園
☎

７
１
９
８
 
２
０
７
５

◆
せ
き
や
ど
図
書
館
ま
つ
り
　
　11

月
　
日
土
～
　
日
火
の
９
時
～
　

20

23

17

時
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
内
同
館
な
ど

で
。ア
ニ
メ
の
上
映
や
工
作
な
ど
。時

間
や
会
場
、申
込
み
は
事
前
に
直
接

同
館
☎
７
１
９
８
 
４
９
４
６
へ

◆
応
募
書
類
診
断
　
野
田
　
　
月

in

11

　
日
木
　
時
　
分
～
、　
時
～
、　

25

13

30

14

14

時
　
分
～
、　
時
～
、　
時
　
分

30

15

15

30

～
、　
時
～
野
田
地
域
職
業
訓
練
セ

16
ン
タ
ー
で
。各
回
　
分
。先
着
６
人
。

20

就
職
希
望
の
　
歳
ま
で
の
方
。申
込

39

み
は
　
月
５
日
金
か
ら
商
工
課
へ

11

◆
産
学
官
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　

　
月
　
日
金
　
時
～
　
時
　
分
東

11

26

15

19

30

京
理
科
大
学
野
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
。

「
自
動
車
の
未
来
を
考
え
る
」が
テ

ー
マ
。申
込
み
は
　
月
　
日
金
ま
で

11

19

に
同
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.tus.ac.jp/tlo/new

/sym
po

sium
.htm
l

）で
。問
同
校
☎
７
１

２
２
 
１
７
２
４

◆
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

各
種
行
事
　
①
ツ
イ
ン
マ
ザ
ー
交

流
会
…
　
月
　
日
月
　
時
　
分
～

１１

29

10

30

正
午
総
合
福
祉
会
館
で
。情
報
交

換
や
親
子
あ
そ
び
な
ど
。双
子
以
上

―

―

―

※
相
談
会
場
＝
□市 
…
市
役
所
／
□い 
…
い
ち
い
の
ホ
ー
ル

市
民
相
談
室
（
☎
７
１
２
５
 
１
１
１
１
代
表
）

◆
一
般
市
民
相
談
　
日
常
生
活
の
悩
み
ご
と
や
相
続
、
離
婚
な
ど

の
一
般
的
な
手
続
き
な
ど
。
簡
単
な
相
談
は
電
話
も
可

※
一
般
市
民
相
談
や
各
種
相
談
は
、
今
後
の
対
応
方
法
の
た
め
の

助
言
な
ど
を
行
う
も
の
で
す
。

※
　
月
の
法
律
・
不
動
産
・
交
通
事
故
・
行
政
・
税
務
相
談
は
、

11　
月
１
日
月
９
時
か
ら
電
話
で
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

11
◆
法
律
相
談
　
法
律
問
題
で
弁
護
士
に
相
談
し
た
い
と
き
。
た
だ

し
裁
判
で
訴
訟
、
調
停
中
の
も
の
は
不
可
。
□市 
＝
５
・
　
・
　
・

10
16

　
・
　
日
。
□い 
＝
　
日
。
６
日
間
で
　
人

18
26

25

60

◆
不
動
産
相
談
　
土
地
や
建
物
の
取
引
な
ど
。
□市 
＝
　
日
。８
人

10

◆
交
通
事
故
相
談
　
交
通
事
故
で
の
示
談
や
自
賠
責
保
険
な
ど
。

□市 
＝
　
・
　
日
。
□い 
＝
　
日
。
３
日
間
で
　
人

12
26

17

18

◆
行
政
相
談
　
行
政
の
苦
情
や
要
望
な
ど
。□い 
＝
　
日
。川
間
公
民

10

館
＝
　
日
。２
日
間
で
８
人

16

◆
税
務
相
談
　
相
続
税
・
贈
与
税
な
ど
。
□市 
＝
　
日
。
８
人

15

人
権
施
策
推
進
課（
市
役
所
内
）

◆
人
権
相
談
　
人
権
問
題
で
の
悩
み
な
ど
。□市 
＝
８
・
　
・
　
日
。 

17
29

　
□い 
＝
　
日
。４
日
間
で
　
人
。電
話
予
約

18

16

児
童
家
庭
課

◆
家
庭
児
童
相
談
室
　
児
童
の
問
題
な
ど
。
鉦
～
鞘
９
時
～
　
時
17

◆
児
童
虐
待
相
談
電
話
「
子
ど
も
S
O
S
」
　
鉦
～
鞘
９
時
～
　17

時
。
時
間
外
、
上
・
醤
・
□祝 
は
留
守
番
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
。
☎
・

思
０
１
２
０
 
７
８
３
２
８
１

◆
母
子
・
父
子
家
庭
・
婦
人
相
談
　
母
子
、父
子
家
庭
、寡
婦
な
ど
。

鉦
～
障
９
時
～
　
時（
鞘
は
９
時
～
　
時
）

17

19

◆
母
子
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
事
業
　
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し

て
い
る
母
子
家
庭
の
母
。個
別
相
談（
要
予
約
）、就
労
の
た
め
の「
自

立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
作
成
。鉦
９
時
～
　
時
、鞘
９
時
～
　
時

17

19

職
業
相
談
室（
商
工
課
）

◆
無
料
職
業
紹
介
所
　
市
が
独
自
に
開
拓
し
た
求
人
情
報
の
提
供
。 

 □市 
２
階
＝
鉦
・
鐘
・
鞘
。□い 
４
階
＝
第
３
鍾
。い
ず
れ
も
９
時
～
　
時
17

◆
内
職
相
談
　
□市 
２
階
＝
鉦
～
鞘
　
時
～
　
時
　
分

10

15

30

◆
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
の
だ（
問
合
せ
・
予
約
＝
商
工
課
／
会
場
＝
野
田

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
）　
個
別
相
談（
要
予
約
）、求
人
案
内
。

　
歳
未
満
の
方
か
そ
の
親
。　
日
木
　
時
～
　
時
。

35

18

10

16

青
少
年
セ
ン
タ
ー（
☎
７
１
２
５
 
２
６
３
９
）

◆
青
少
年
の
悩
み
事
相
談
　
年
末
年
始
を
除
く
毎
日
。９
時
～
　
時
16

　
分（
電
話
相
談
も
可
）

30
シ
ニ
ア
世
代
地
域
参
加
相
談（
社
会
教
育
課
）

◆
一
般
相
談
　
①
地
域
参
加
に
関
す
る
相
談
や
情
報
提
供
。
鉦
～
鞘

８
時
　
分
～
　
時
　
分（
予
約
不
要
）。②
す
で
に
地
域
参
加
を
し

30

17

15

―

―

―

侠

保
育
所
名

中

根

福

田

清

水

木
間
ケ
瀬

あ
た
ご

古
布
内

尾

崎

北

部

南

部

東

部

花

輪
開
放
日

９
日
火

９
日
火

９
日
火

　
日
水

10　
日
水

10　
日
水

10　
日
水

10　
日
水

24　
日
木

11　
日
木

11　
日
木

11　
日
木

25　
日
火

16

電
　
　
話

☎
７
１
２
２
・
５
７
４
１

☎
７
１
３
８
・
０
５
７
７

☎
７
１
２
２
・
５
０
５
０

☎
７
１
９
８
・
３
８
２
５

☎
７
１
２
２
・
２
６
７
３

☎
７
１
９
６
・
１
８
８
０

☎
７
１
２
９
・
２
０
０
９

☎
７
１
２
５
・
４
６
９
７

☎
７
１
２
４
・
２
２
２
１

☎
７
１
２
２
・
７
１
５
８

☎
７
１
２
２
・
１
７
７
０



襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

医師会だより -------- ２６９

日
木
　
時
　
分
～
　
時
　
分
市
役

13

30

15

30

所
８
階
大
会
議
室
で
。給
与
支
払
報

告
書
の
作
成
方
法
な
ど
。給
与
支
払

者
を
対
象
。当
日
会
場
受
付
。問
柏

税
務
署
☎
７
１
４
６
 
２
３
２
１

◆
食
事
相
談
会
　
　
月
　
日
木
　

11

11

16

時
～
　
時
北
部
保
育
所
で
。
管
理

17

栄
養
士
が
対
応
。
乳
幼
児
の
い
る

方
。
当
日
会
場
へ
。
問
保
育
課

◆
　
月
　
日
は
中
央
公
民
館
・
総

１１

１５

合
福
祉
会
館
が
全
日
休
館
　
館
内

消
毒
の
た
め
。
社
会
福
祉
協
議
会

も
休
業
。
問
中
央
公
民
館
☎
７
１

２
４
 
１
５
５
８
、
社
会
福
祉
協

議
会
☎
７
１
２
４
 
３
９
３
９

◆
多
重
債
務
者
向
け
無
料
法
律
相

談
　
　
月
１
日
水
　
時
～
　
時
市

12

10

16

役
所
１
階
市
民
相
談
室
で
。
先
着

　
人
。　
月
　
日
火
９
時
　
分
か

16

11

16

30

ら
☎
か
直
接
市
民
生
活
課
へ

◆
郷
土
博
物
館
特
別
展
の
図
録
販

―

―

―

頑 顔眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

の
親
子
。②
親
子
で
楽
し
む
人
形
劇

…
　
月
１
日
水
　
時
　
分
～
　
時

12

10

30

11

　
分
保
健
セ
ン
タ
ー
で
。０
～
６
歳

15の
親
子
。先
着
　
組
。い
ず
れ
も
申

50

込
み
は
　
月
８
日
月
か
ら
地
域
子

11

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
１

 
３
０
３
１
へ

◆
障
が
い
者（
児
）料
理
教
室
　
　
月
11

　
日
月
　
時
　
分
～
　
時
　
分
保

29

13

30

15

30

健
セ
ン
タ
ー
で
。　
人（
抽
選
）。エ
プ

24

ロ
ン
、三
角
巾
持
参
。申
込
み
は
　
月
11

　
日
木
ま
で
に
社
会
福
祉
課
へ

18募
　
集

◆
保
育
所
の
臨
時
的
任
用
職
員

（
昼
時
間
帯
保
育
士
）　
勤
務
時
間

は
　
時
～
　
時
の
２
時
間
。
勤
務

11

15

場
所
は
市
内
保
育
所（
あ
た
ご
・
南

部
・
尾
崎
・
古
布
内
・
清
水
を
除
く
）。

要
保
育
士
資
格
。有
給
休
暇
あ
り
。

通
勤
手
当
支
給
。
問
保
育
課

―

◆
郷
土
博
物
館
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
来
館
者
の
応
対
な
ど
。若
干
名（
選

考
）。今
年
度
末
ま
で（
更
新
あ
り
）。

市
民
か
市
内
在
勤
者
で
月
４
回
以

上
可
能
な
方
。　
月
　
日
月
ま
で
に

11

29

同
館
☎
７
１
２
４
 
６
８
５
１
へ

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
募
集
　
勤
務
時
間
は
８
時
　30

分
～
　
時
　
分
。
週
３
日
程
度

17

15

（
土
、日
、□祝 
勤
務
も
あ
り
）。
時
給

千
円
。
有
給
休
暇
あ
り
。
応
募
は

　
月
　
日
火
ま
で
に
履
歴
書（
写
真

11

30

添
付
）を
野
田
市
社
会
福
祉
協
議

会
☎
７
１
２
４
 
３
９
３
９
へ

相
談
・
そ
の
他

◆
　
月
９
日
～
　
日
は
関
根
名
人

１１

１６

記
念
館
展
示
室
が
休
室
　
展
示
品

の
く
ん
蒸
作
業
の
た
め
。対
局
室
は

通
常
通
り
。問
商
工
課

◆
年
末
調
整
等
説
明
会
　
　
月
　

11

11

―

―

頑
顔

眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼

◎
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
入
会
説
明
会
…
　
月
　
日
水
　
時
～
正
午
総
合
福
祉
会
館
で
。育
児
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
い

１１

１０

１０

方
と
受
け
た
い
方
。事
前
に
野
田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
６
 
５
０
５
０
・
思
７
１
２
６
 
５
０
５
１
へ

―

―

て
い
る
方
に
よ
る
相
談
や
情
報
提
供
。
第
１
～
４
鐘
９
時
～
　17

時
。
電
話
予
約（
５
日
前
ま
で
）

◆
専
門
相
談
　
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
・
生
き
が
い
な
ど
。
第
２
・
４
障
９

時
～
　
時
。
電
話
予
約（
３
日
前
ま
で
）

16

ひ
ば
り
教
育
相
談（
青
少
年
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
５
 
８
０
８
８
）

◆
教
育
相
談
　
学
校
生
活
の
悩
み
や
不
登
校
な
ど
。
青
少
年
セ
ン

タ
ー
＝
鉦
～
鞘
９
時
～
　
時
　
分（
電
話
・
面
談
・
訪
問
）

16

30

ひ
ま
わ
り
相
談（
野
田
幼
稚
園
☎
７
１
２
２
 
２
４
５
０
・
関
宿
南

部
幼
稚
園
☎
７
１
９
８
 
２
０
７
５
）

◆
教
育
相
談
　
発
達
・
子
育
て
で
心
配
な
こ
と
な
ど
。野
田
幼
稚
園

＝
第
２
・
４
障
、
関
宿
南
部
幼
稚
園
＝
第
１
・
３
障
。
い
ず
れ
も

　
時
～
　
時
　
分
。
電
話
予
約（
　
時
～
　
時
　
分
）

10

14

30

14

17

15

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
☎
７
１
２
３
 
１
０
８
４
）

◆
消
費
生
活
相
談
　
購
入
し
た
品
物
の
苦
情
や
問
合
せ
、
架
空
請

求
・
多
重
債
務
相
談
な
ど
。
鉦
～
鞘
　
時
～
　
時

10

16

男
女
共
同
参
画
課（
市
役
所
内
）

◆
女
性
の
た
め
の
相
談
　
□市 
５
階
＝
第
１
～
４
障
。
野
田
公
民
館

（
欅
の
ホ
ー
ル
３
階
）＝
第
２
上
。
い
ず
れ
も
　
時
～
　
時
。
電

10

16

話
予
約（
電
話
相
談
も
可
）

社
会
福
祉
課（
市
役
所
内
）

◆
障
が
い
者
総
合
相
談
・
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
　
障
が
い
者
の
相
談

か
ら
就
労
支
援
ま
で
　
□市 
１
階
＝
鉦
～
鞘
８
時
　
分
～
　
時
　
分

30

17

15

◆
専
門
相
談
　
□市 
１
階
＝
　
時
　
分
～
　
時
…
発
達
教
育（
１
･

13

30

16

　
日
）、生
活
療
育（
４
日
）、就
労
者
生
活（
　
日
）、生
活
支
援

15

18

（
　
日
）、こ
こ
ろ
の
生
活（
　
日
）。
電
話
予
約

25

30

◆
当
事
者
・
関
係
者
相
談
　
□市 
１
階
＝
　
時
～
正
午
…
視
覚
障
が
い

10

者（
２
日
）、知
的
障
が
い
者（
　
日
）、ろ
う
あ
者（
　
日
）／
　
時

10

16

13

　
分
～
　
時
　
分
…
聴
覚
障
が
い
者（
２
日
）、身
体
障
が
い
者（
　

30

15

30

10

日
）、精
神
障
が
い
者（
　
日
）。
電
話
予
約

16

あ
さ
ひ
育
成
園（
☎
７
１
２
２
 
７
１
５
９
）

◆
外
来
療
育
相
談
　
就
学
前
の
身
体
発
達
の
遅
れ
な
ど
。第
１
・
３

障
　
時
～
　
時
。電
話
予
約（
鉦
　
時
～
　
時
）

15

17

16

17

こ
だ
ま
学
園（
☎
７
１
２
２
 
２
９
１
６
）

◆
外
来
療
育
相
談
　
就
学
前
の
知
的
発
達
の
遅
れ
な
ど
。第
１
・
３

鍾
　
時
～
　
時（
希
望
で
第
２
・
４
鍾
　
時
～
　
時
に
集
団
療

15

17

14

16

育
）。電
話
予
約（
鉦
　
時
～
　
時
）

16

17

法
人
や
団
体
な
ど
が
定
期
的
に
開
催
す
る
相
談

◆
心
配
ご
と
相
談
　
日
常
生
活
の
中
で
の
悩
み
や
困
り
ご
と
な
ど
。

総
合
福
祉
会
館
＝
毎
週
鍾
・
第
１
鞘
　
時
～
　
時
。
問
社
会
福

13

16

祉
協
議
会
☎
７
１
２
４
 
３
９
３
９

◆
行
政
書
士
無
料
相
談
　
遺
言
や
相
続
、後
見
な
ど
。　
日
鞘
　
時

19

13

～
　
時
。
欅
の
ホ
ー
ル
４
階
第
一
集
会
室
。
事
前
に
問
合
せ
先

16
に
電
話
予
約
。問
千
葉
県
行
政
書
士
会
東
葛
支
部
・
伊
佐
☎
７
１

２
９
 
０
８
０
３

◆
登
記
無
料
相
談
　
相
続
登
記
や
土
地
建
物
登
記
な
ど
。
９
日
鍾

９
時
　
分
～
　
時
　
分
。
□市 
市
民
相
談
室
。
前
日
ま
で
に
問
合

30

15

30

せ
先
に
電
話
予
約
。
問
野
田
地
区
司
法
書
士
会
、
土
地
家
屋
調

査
士
会
・
林
☎
７
１
２
８
 
０
０
６
１

―

―

―

―

―

―
―

―

―

売
　
　
月
６
日
月
ま
で
開
催
中
の

12

「
利
根
運
河
三
十
六
景
～
運
河
を
め

ぐ
る
、ひ
と・も
の
・
こ
と
」の
図
録
。

A
4
判
・
　
ペ
ー
ジ
。価
格
　
円
。問

68

700

同
館
☎
７
１
２
４
 
６
８
５
１

会
議
な
　

　
ど 
の
公
開

◆
野
田
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会

　
　
月
９
日
火
９
時
　
分
か
ら
市
役

11

30

所
２
階
中
会
議
室
で
。先
着
　
人
。

10

９
時
か
ら
受
付
。問
行
政
管
理
課

◆
野
田
市
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
評

価
委
員
会
　
　
月
　
日
金
　
時
　

11

１２

10

45

分
か
ら
市
役
所
８
階
大
会
議
室
で
。

先
着
　
人
。　
時
　
分
か
ら
受
付
。

10

10

30

問
行
政
管
理
課

―

僑

　
　
月
　
日
火
ま
で
の
納
期
の
市

11

30

税
は
次
の
と
お
り
で
す
。
便
利
な

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
国
民
健
康
保
険
税（
５
期
）

②
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
５
期
）

③
介
護
保
険
料（
５
期
）

【
問
合
せ
】①
②
は
国
保
年
金
課
、

③
は
高
齢
者
福
祉
課

市
税
な
ど
の
納
期（
　
月
）

11

　
耳
鼻
科
の
癌
が
心
配
に
な
っ
た
ら

　
最
近
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
著
名
人
の
 癌
 や
癌
死

が
ん

の
報
道
が
多
く
な
っ
て
き
た
影
響
で
癌
を
心
配
し

て
受
診
さ
れ
る
患
者
さ
ん
も
増
え
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。

　
し
か
し
、 耳
  鼻
 科
の
癌
は
全
体
の
癌
の
中
の
数

じ
 
び

パ
ー
セ
ン
ト
で
、そ
れ
ほ
ど
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
耳
鼻
 咽
  喉
 科
領
域
の
癌
は
、
よ
ほ
ど
の

い
ん
 こ
う

特
殊
な
場
合
以
外
は
、
視
診
、
触
診
、
内
視
鏡
検

査
、
画
像
診
断
（
C
T
や
M
R
I
な
ど
）
で
、
ほ

と
ん
ど
判
定
で
き
ま
す
。

　
自
分
が
癌
で
は
な
い
か
と
、
不
安
感
を
抱
え
て

生
活
す
る
よ
り
は
、思
い
切
っ
て
耳
鼻
科
を
受
診
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
意
外
と
あ
っ
さ
り
解
決
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、医
師
か
ら
の「
心
配
あ
り
ま

せ
ん
よ
」の
一
言
が
安
心
感
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　
万
が
一
、
癌
が
疑
わ
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
も
、
早
期
発
見
と
い
う
こ
と
で
、
結
果
的
に
は

良
か
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。　
　
　
（
Ｙ
・
Y
）

◎
個
人
事
業
税
は
早
め
に
納
付
を
…
個
人
事
業
税（
第
２
期
分
）の
納
期
限
は
　
月
　
日
火
。
納
付
書（
納
税
通
知
書
）は
　
月
中
旬

11

30

11

に
発
送
。
早
め
に
最
寄
の
金
融
機
関
で
納
付
を
。
口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
便
利
。
問
柏
県
税
事
務
所
☎
７
１
４
７
 
１
２
３
１

―

利根運河の歴史や魅力を紹介利根運河の歴史や魅力を紹介 



　
み
ぎ
と
ひ
だ
り
、色
の
ち
が
う

く
つ
を
は
い
た
ガ
ラ
ゴ
が
い
ま
し

た
。き
ょ
う
も
カ
バ
ン
を
売
っ
て

歩
い
て
い
ま
す
。ガ
ラ
ゴ
が
家
に

帰
る
と
、仲
の
い
い
仲
間
が
い
ま

し
た
。い
つ
も
楽
し
い
ガ
ラ
ゴ
と

仲
間
の
も
の
が
た
り
。

New Books
南図書館の推せん図書

　
 曾
 祖
父
に
明
治
の
文
豪
、幸
田

そ
う

露
伴
を
も
つ
幸
田
文
さ
ん
。 御
  尊
 

ご
 そ
ん

 父
 は
三
代
続
い
た
生
粋
の
江
戸

ぷっ
子
で
医
師
で
す
。あ
る
時
、祖

父
の
旅
に
父
が
同
行
し
ま
し
た
。

幸
田
文
さ
ん
も
父
と
と
も
に
旅

に
。旅
を
通
し
た
心
の
エ
ッ
セ
ー
。

「うちにかえった
ガラゴ」

島田ゆか・作／絵
文溪堂

野
田
市
制
施
　

　
行 
　
周
年
記
念
事
業

６０

◆
野
田
麦
秋
祭
２
０
１
０
～
小
津
安

二
郎
が
い
た
街
で
。　
　
月
　
日
土
～

11

20

　
日
日
。
①
映
画
会
＆
ト
ー
ク
シ
ョ

21ー
…
両
日
と
も
　
時
～
　
時
　
分
欅

13

16

30

の
ホ
ー
ル
で
。「
麦
秋
」の
上
映
と
出

演
者
に
よ
る
こ
ぼ
れ
話
。
入
場
料
　500

円
。
②
小
津
監
督
ゆ
か
り
の
地
散
策

…
両
日
と
も
　
時
～
　
時
　
分
。
各

10

11

30

日
　
人（
抽
選
）②
の
申
込
み
は
　
月

30

11

５
日
金
ま
で
に
思
７
１
９
９
 
９
０

１
３
か
は
が
き（
希
望
日
、住
所
、氏

名
、☎
を
明
記
）で
〒
　
 
０
０
２
１

278

堤
根
　
 
２
小
谷
津
弘
☎
　
 
７
７

327

090
－

－

－

 －

１
４
 
３
７
６
５（
　
時
～
　
時
）へ

18

21

◆
野
田
囲
碁
会
秋
季
囲
碁
大
会
　
　11

月
　
日
日
中
央
公
民
館
で
。
９
時
　

21

30

分
～
　
時
受
付
。　
時
終
了
。
棋
力

10

17

の
近
い
グ
ル
ー
プ
で
対
局
。
参
加
費

千
円
（
女
性
・
小
・
中
学
生
は
　
円
）。

500

問
佐
澤
☎
７
１
２
４
 
８
６
０
６

◆
新
古
典
朗
読
劇
場
　
　
月
　
日
火

11

23

　
時
　
分
～
　
時
　
分
欅
の
ホ
ー
ル

18

30

20

30

・
小
ホ
ー
ル
で
。
樋
口
一
葉「
た
け
く

ら
べ
」の
朗
読
。
入
場
料
千
　
円（
前

100

売
り
券
は
千
円
、
欅
の
ホ
ー
ル
内
つ

く
し
ん
ぼ
で
発
売
中
）。問
向
後
☎
　090

 
３
８
１
６
 
２
５
０
８

◆
谷
桃
子
バ
レ
エ
団
公
演
「
く
る
み

 －

－

－

－

割
り
人
形
」　
　
月
　
日
木
　
時
か
ら

12

23

15

文
化
会
館
で
。入
場
料
４
千
　
円（
４

500

～
　
歳
は
４
千
円
）。前
売
り
券
は
４

15
千
円（
４
～
　
歳
は
３
千
　
円
）。
保

15

600

育
は
要
予
約
。
問
 

野
田
文
化
研
究

会
☎
７
１
２
４
 
０
７
６
０

◆
白
い
う
た
青
い
う
た
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
　
の
だ
　
　
月
　
日
土
　
時
　

in

12

18

12

20

分
～
　
時
　
分
文
化
会
館
で
。
入
場

17

30

料
千
円
。　
～
　
歳
の
先
着
　
組
を

60

69

60

招
待
。
招
待
の
申
込
み
は
　
月
　
日

11

15

日
ま
で
に
は
が
き（
住
所
、氏
名
、年
齢

と
生
年
月
日
、☎
を
明
記
）で
〒
　
 
278

０
０
２
２
山
崎
２
６
２
０
 
　
瀬
尾

15

純
子
☎
７
１
２
４
 
７
４
０
９
へ

講
座
・
教
室

◆
新
体
操
体
験
講
座
　
　
月
　
日
水

11

17

総
合
公
園
体
育
館
で
。　
時
～
　
時
は

10

11

－

－

－

－

２
～
３
歳
の
女
児
と
親
。　
時
～
　
時
は

16

17

４
～
６
歳
の
幼
児
。各
回
先
着
　
人
。参

10

加
費
　
円
。申
込
み
は
　
月
５
日
金
か
ら

500

11

又
吉
☎
　
 
１
１
２
０
 
８
２
６
３
へ

080

◆
い
つ
も
健
康
維
持
運
動
　
　
月
　

11

17

日
～
　
月
８
日
の
水
　
時
～
正
午
関

12

11

宿
総
合
公
園
体
育
館
で
。全
４
回
。　30

人（
抽
選
）。　
歳
以
上
。参
加
費
千
　

20

500

円
。申
込
み
は
　
月
　
日
日
ま
で
に
電

11

14

話
か
往
復
は
が
き
に
住
所
、氏
名
、年

齢
を
明
記（
１
家
族
１
通
）し
、〒
　270

 
０
２
２
５
平
井
　
関
宿
総
合
公
園

401

体
育
館
☎
７
１
９
８
 
８
５
０
０
へ

◆
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
で
ク
リ

ス
マ
ス
ツ
リ
ー
作
成
　
　
月
　
日
日

11

21

　
時
～
正
午
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館

10で
。
先
着
　
人
。参
加
費
３
千
円
。
申

15

込
み
は
　
月
５
日
金
～
　
日
火
に
柴

11

16

田
☎
　
 
５
６
４
９
 
１
６
３
４
へ

080
－

－

－

－

－

－

◆
寺
子
屋
講
座
　
　
月
　
日
日
　
時

11

21

13

　
分
～
　
時
　
分
市
民
会
館
で
。木
全

30

15

30

敏
夫
氏（
野
田
自
然
共
生
フ
ァ
ー
ム
役

員
）に
よ
る「
取
り
戻
せ
る
里
山
の
自

然
」。
先
着
　
人
。参
加
費
　
円
。申

20

500

込
み
は
　
月
５
日
金
か
ら
 
野
田
文

11

化
広
場
☎
７
１
２
４
 
６
８
５
１
へ

◆
介
護
教
室
　
　
月
　
日
土
　
時
～

11

27

14

　
時
野
田
ラ
イ
フ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
で
。

15「
認
知
症
の
症
状
の
理
解
と
そ
の
対

応
」
が
テ
ー
マ
。
先
着
　
人
。
申
込

30

み
は
　
月
５
日
金
～
　
日
金
に
同
セ

11

26

ン
タ
ー
☎
７
１
２
３
 
６
９
９
７
へ

イ
ベ
ン
ト
・
相
談

◆
お
弁
当
を
食
べ
よ
う
　
　
月
　
日
木

11

25

　
時
～
　
時
ゆ
う
＆
み
い
チ
ャ
イ
ル
ド

10

13

館
で
。
お
弁
当
持
参
。
０
～
３
歳
の
親

子
。費
用
　
円
。当
日
会
場
受
付
。問
 

50

 －－

「旅の手帖」
幸田文著
平凡社

拶７１２３-７６１１
拶７１２５-７９８１
拶７１２９-８８１１
拶７１９８-４９４６

興風図書館
南 図 書 館
北 図 書 館
せきやど図書館

兇

失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失

市指定無形民俗文化財 下根獅子舞・棒剣術

　木間ケ瀬 下  根 地区に約３００年前から
しも ね

伝承されている「下根獅子舞・棒剣術」
は、五穀豊穣、無病息災などを願い、毎
年１１月２３日、木間ケ瀬下根神社の秋の
大祭時に奉納されます。
　舞台では、ひょっとこのお面を被っ
た 太  夫 と２匹の獅子が舞う

た ゆう
「 四  方  固 め」

し ほう がた

に始まり、「 表 
おもて
 太  刀 」や「タテ棒」など１２
だ ち

種類の型の棒剣術を披露、さらには腹
に太鼓を抱え３匹に増えた獅子が、独
特のリズムの笛と太鼓の音色に合わせ、
１５種類の舞で喜怒哀楽を表現します。
　また、昨年からは、「下根獅子舞保存
会」の協力で、木間ケ瀬小学校「伝統
芸能クラブ」の児童による棒剣術の披
露も加わりました。
＜アクセス＞まめバス「北ルート・下根」下車徒歩約２分

約３００年前から伝わる伝統の舞い

六尺の棒や木太刀などのほか真剣六尺の棒や木太刀などのほか真剣もも



失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失

失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失

失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失

失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失

失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失

失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失

   　

ゆ
う
＆
み
い
☎
７
１
２
４
 
１
３
６
７

◆
清
水
公
園
探
鳥
会
　
　
月
７
日
日

11

９
時
清
水
公
園
駅
西
口
集
合
。
正
午

解
散
予
定
。
小
学
生
以
上
（
小
学
生

は
保
護
者
同
伴
）。
参
加
費
　
円
。
双

200

眼
鏡
持
参
。
申
込
み
は
田
中
☎
７
１

２
３
 
２
８
１
３（
　
時
以
降
）へ

18

◆
野
田
失
語
症
訓
練
・
相
談
会
　
　11

月
８
日
日
　
時
　
分
～
　
時
　
分
保

13

30

15

30

健
セ
ン
タ
ー
で
。
失
語
症
の
本
人
と

家
族
。
当
日
会
場
受
付
。
問
成
瀬
☎

７
１
２
９
 
１
６
５
５

◆
読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル「
エ
ン
ジ
ェ

ル
キ
ッ
ズ
」　
　
月
　
日
木
　
時
　
分

11

11

10

30

～
　
時
中
央
公
民
館
で
。当
日
会
場

11
へ
。問
小
林
☎
７
１
２
５
 
１
７
９
７

◆
つ
く
し
ん
ぼ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
　
　11

－

－

－

－

月
　
日
金
　
時
　
分
～
　
時
市
役
所

12

12

30

13

１
階
つ
く
し
ん
ぼ
で
。「
君
に
さ
さ
ぐ
」

な
ど
。
当
日
会
場
へ
。
問
つ
く
し
ん
ぼ

◆
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
　
　
月
　
日

11

14

日
９
時
～
　
時
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

16

タ
ー
ノ
ア
時
計
の
広
場
で
。
問
小
川

☎
７
１
２
３
 
９
２
５
４

◆
拳
志
会
館
交
流
乱
取
試
合
　
　
月
11

　
日
日
　
時
～
　
時
総
合
公
園
体
育

14

10

16

館
で
。
年
少
部
か
ら
一
般
の
部
ま
で

全
５
ク
ラ
ス
。
観
戦
自
由
。
問
野
澤

☎
７
１
２
９
 
７
６
４
６

◆
野
田
市
聴
覚
障
害
者
協
会
創
立
　１０

周
年
記
念
講
演
　
　
月
　
日
日
　
時

11

14

10

　
分
か
ら
市
役
所
８
階
大
会
議
室
で
。

40井
崎
哲
也
氏（
俳
優
）に
よ
る
講
演
や

宮
川
隆
志
氏（
手
話
落
語
家
）に
よ
る

－－

コ
ミ
ッ
ク
マ
イ
ム
。
当
日
会
場
へ
。

問
岩
渕
☎
７
１
３
８
 
２
３
７
３

◆
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
を
楽
し
む
会
　

①
親
子
ア
ロ
マ
体
験
…
　
月
　
日
火

11

16

　
時
～
正
午
。
ア
ロ
マ
ス
プ
レ
ー
作

10成
。
未
就
園
児
の
親
子
。
先
着
８

人
。
②
風
邪
予
防
の
ど
ス
プ
レ
ー
作

成
…
　
月
　
日
木
　
時
～
　
時
　
分

11

18

10

11

30

と
　
時
～
　
時
　
分
。
い
ず
れ
も
南

13

14

30

部
梅
郷
公
民
館
で
。
先
着
　
人
。
参

12

加
費
は
①
千
　
円
②
２
千
円
。
申
込

800

み
は
　
月
５
日
金
か
ら
岩
井
☎
　
 

11

090

３
２
０
７
 
８
３
５
８
へ

◆
野
田
地
方
史
懇
話
会
史
跡
探
訪
　

　
月
　
日
土
　
時
南
柏
駅
東
口
集

11

20

10

合
。　
時
解
散
。
豊
四
季
ま
で
の
東

15

往
還（
旧
日
光
街
道
）を
歩
く
。
先
着

－

－

－

　
人
。
参
加
費
　
円
。
保
険
証
持
参
。

40

700

申
込
み
は
　
月
７
日
日
～
　
日
木
に

11

11

大
澤
☎
７
１
３
８
 
３
１
２
６
へ

◆
合
気
道
無
料
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
　

　
月
　
日
日
　
時
～
　
時
　
分
総
合

11

21

10

17

30

公
園
体
育
館
で
。尾
崎
 响
 氏（
全
日
本

し
ょ

合
気
道
連
盟
理
事
長
）
に
よ
る
講
習

会
な
ど
。
直
接
会
場
へ
。
問
合
気
会

野
田
支
部
☎
７
１
２
９
 
５
９
３
９

◆
東
京
理
科
大
学
で
が
ん
セ
ミ
ナ
ー

　
　
月
　
日
日
　
時
～
　
時
　
分
同

11

21

14

16

30

校（
野
田
キ
ャ
ン
パ
ス
）で
。江
角
浩
安

氏（
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
東
病
院

長
）、安
部
良
氏（
同
校
生
命
科
学
研

究
所
長
）に
よ
る
講
演
。当
日
会
場
へ
。

問
安
部
☎
７
１
２
１
 
４
０
３
２

◆
無
料
口
腔
ガ
ン
検
診
　
　
月
　
日

11

28

－

－

－

日
９
時
～
　
時
保
健
セ
ン
タ
ー
で
。

13

希
望
者
は
　
月
　
日
日
必
着
で
思
か

11

15

往
復
は
が
き
に
住
所
、氏
名
、年
齢
、☎
、

希
望
時
間
を
明
記
し
、
〒
　
 
０
０

278

０
３
鶴
奉
７
 
４
野
田
市
歯
科
医
師

会
☎
・
思
７
１
２
３
 
１
３
６
１
へ

◆
助
産
師
・
小
路
和
子
氏
講
演
会
　

－

－

－

◎
普
通
救
命
講
習
会
…
　
月
４
日
土
　
時
　
分
～
　
時
　
分
関
宿
総
合
公
園
体
育
館
で
。市
民
か
市
内
在
勤
、在

１２

１３

３０

１６

３０

学（
高
校
生
以
上
）の
方
。先
着
　
人
。申
込
み
は
　
月
９
日
火
～
　
日
金
に
直
接
同
館
☎
７
１
９
８
 
８
５
０
０
へ

３０

１１

２６

－

◎
の
だ
っ
こ
ク
イ
ズ
当
選
者
…
　
月
１
日
号
の
正
解
は「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
」で
し
た
。　
人
の
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
の
結
果
、当
選
者
は
図
書
カ
ー
ド
が
熊
坂
清
美
様
、

10

２５

本
谷
裕
子
様
、山
形
光
雄
様
、山
田
和
歌
子
様
、山
本
昌
子
様
、国
体
グ
ッ
ズ
が
島
田
香
様
、戸
塚
洋
子
様
、中
川
悦
郎
様
、針
替
良
一
様
、横
田
修
一
様
、（
五
十
音
順
）で
す
。

　広岡 那  音 ちゃん 　
な お

（２１.１.４生）　 

　
月
　
日
日
　
時
　
分
～
　
時
　
分

11

28

13

30

15

30

総
合
福
祉
会
館
で
。
先
着
　
人
。
参

50

加
費
　
円
。
申
込
み
は
　
月
５
日
金

500

11

か
ら
 
野
田
子
ど
も
劇
場
☎
７
１
２

４
 
８
４
１
９
へ

◆
押
し
花
で
つ
く
る
羽
子
板
額
　
　12

月
３
日
金
９
時
～
正
午
中
央
公
民
館

で
。
参
加
費
３
千
円
。
申
込
み
は
　11

月
　
日
日
ま
で
に
荒
井
☎
７
１
２
３

15
 
２
３
３
５
へ

－

－

競

　松本 尚  子 ちゃん　　
なお こ

   　　（２１.１.２２生）　　　   

【
問
題
】
マ
ス
目
の
中
に
言
葉
を
埋

め
、二
重
ワ
ク
の
中
の
文
字
を
Ａ
か

ら
Ｇ
の
順
に
並
べ
て
答
え
を
作
っ
て

く
だ
さ
い
。ヒ
ン
ト
＝
今
回
の
質
問

の
中
に
あ
り
ま
す
。（
出
題
＝
秘
書
広

報
課
・
参
考
＝
大
辞
林
）。

【
タ
テ
の
カ
ギ
】
①
床
屋
で
髪
を
切
る

こ
と
。②
―
―
藩
の
光
圀
公
。③
風
の
谷
の

―
―
。④
第
　
代
Ｗ
Ｂ
Ｃ
世
界
フ
ラ
イ
級
王

３６

者「
―
―
大
助
」。⑦
年
賀
状
の
あ
い
さ
つ
―

―
新
年
。⑧
九
州
７
県
の
ひ
と
つ
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】
①
地
震
、
―
―
、
火
事
、

親
父
。④
な
ぞ
な
ぞ
で
す
。わ
ら
の
中
で
綱
引

き
し
て
い
る
も
の
は
？
。⑤
芥
川
龍
之
介
の

小
説「
蜘
蛛
の
―
―
」。⑥
春
夏
秋
冬
。⑧
壁
塗

り
を
仕
事
と
す
る
職
人
。⑨
　
月
７
日
に
東

１１

京
理
科
大
学
カ
ナ
ル
会
館
で
の
サ
ミ
ッ
ト
。

【
応
募
方
法
】官
製
は
が
き
に
　
月
　
日

１１

１５

月
必
着
で
、答
え（
ひ
ら
が
な
で
も
カ
タ

カ
ナ
で
も
可
）、郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
、

年
齢
、電
話
番
号
、市
報
に
対
す
る
ご
意

見
を
明
記
し
、〒
　
―
8
5
5
0
野
田
市

２７８

役
所
秘
書
広
報
課「
の
だ
っ
こ
ク
イ
ズ
」係

ま
で
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で「
図
書

カ
ー
ド
」か「
千
葉
国
体
グ
ッ
ズ
」の
ど
ち

ら
か
を
、各
５
名
様
に
進
呈
い
た
し
ま
す
。

　
正
解
と
当
選
者
は
　
月
１
日
号
で
発

１２

表
し
ま
す
。な
お
、当
選
者
の
方
は
氏
名

を
紙
面
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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　急病センター ☎７１２５－１１８８ ▼内科（小児科）＝１９時～２２時（毎日）

▼歯科診療＝９時～１２時（休日）

市の木

けやき

人口と世帯（２２.１０.１現在）●人口＝１５７,２１０人（－１１）　男＝７９,００２人（－２３）　女＝７８,２０８人（+１２）●世帯数＝６１,７２９世帯（+６２）　●市の面積＝１０３.５４㎢

失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失

童
謡
作
曲
家
・
山
中
直
治
⑯

   「
船
橋
時
代
」を

　
　
日
記
か
　
　
ら 
読
み
解
く（
二
）

※休日当番医は変更することもあります。受診の際にはテレホンガイド（☎７１２４－７２７２：コード６１０１）、または野田市ホームページ
（http://www.city.noda.chiba.jp/kurashi/０４-０１-０１.html）で確認をしてください。

休日当番医での診療時間
外科・産婦人科＝９時～２２時（ただし１６時～１９時は除く）
内科＝９時～１６時（１９時～２２時は急病センターで行います）

産婦人科内　　科外　　科日（曜日）

杉崎クリニック（☎７１２５－１０７０）丹保医院（☎７１２９－３５５７）キッコーマン総合病院（☎７１２３－５９１１）３日（水）

川間太田産婦人科医院（☎７１２７－１１３５）小澤医院（☎７１２２－３９８０）梅郷整形外科クリニック（☎７１２５－２０１１）７日（日）

小張総合病院（☎７１２４－６６６６）豊泉医院（☎７１２９－３８１３）門倉医院（☎７１２４－５３１１）１４日（日）

アイレディ－スクリニック（☎７１３７－７６６１）石井医院（☎７１２２－２４３４）山崎外科内科（☎７１２２－２３５９）２１日（日）

遠藤産婦人科医院（☎７１２４－７８６０）鈴木医院（☎７１２４－５６８３）西村クリニック（☎７１２３－００５０）２３日（火）

杉崎クリニック（☎７１２５－１０７０）野田病院（☎７１２７－３２００）しばやま整形外科（☎７１２０－５３５５）２８日（日）

　
昭
和
　（
１
９
３
５
）年
４
月
、山

10

中
直
治
の
新
た
な
勤
務
地
と
な
っ
た

船
橋
尋
常
高
等
小
学
校
に
は
、第
二

校
舎（
現
在
の
船
橋
市
立
小
学
校
）と

第
三
校
舎（
現
在
の
船
橋
市
立
海
神

小
学
校
）が
あ
り
ま
し
た
。

　
第
三
校
舎
は
、昭
和
　
年
度
に
完

10

成
し
た
そ
う
で
、竣
工
に
あ
わ
せ
て

同
校
舎
に
ピ
ア
ノ
を
購
入
す
る
こ
と

に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
当
時
、ピ
ア
ノ
は
と
て
も
貴
重
品

で
、直
治
の
日
記
に
は
購
入
に
際
し

て
細
か
な
記
載
が
残
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
、
直
治
の
記
録
か
ら
ど

ん
な
ピ
ア
ノ
を
購
入
し
た
の
か
が
判

明
し
ま
し
た
。

　「
ピ
ア
ノ
購
入
に
。
校
長
、
大
崎

氏
な
ど
と
行
く
」（
昭
和
　
年
　
月
　

10

10

15

日
）「
京
橋
の
河
合
ピ
ア
ノ
店
に
校

長
、
助
役
、
大
崎
氏
と
都
合
四
人
に

て
第
三
校
舎
の
ピ
ア
ノ
購
入
に
ゆ
く
。

　
円
の
品
、　
円
に
て
成
立
」（
昭
和

950

800

　
年
３
月
　
日
）「
８
時
半
始
業
式
。

11

19

９
時
入
学
式
。ピ
ア
ノ
現
品
を
見
に

上
京
」（
同
年
４
月
１
日
）「
ピ
ア
ノ
第

三
校
舎
に
入
荷
す
る
…（
中
略
）…
俺

れ
も
ほ
し
く
な
る
。何
と
か
な
ら
ぬ

か
な
ー
」（
同
年
４
月
４
日
）。

　
ピ
ア
ノ
は
京
橋
に
あ
っ
た
河
合
ピ

ア
ノ
店（
現
在
の
河
合
楽
器
株
式
会

社
）で
購
入
さ
れ
ま
し
た
が
、決
ま
る

ま
で
に
は
当
時
の
宮
野
新
之
輔
校
長

や
船
橋
町
役
場
の
助
役
な
ど
と
共
に
、

何
度
か
足
を
運
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。

　
購
入
さ
れ
た

ピ
ア
ノ
が
ど
ん
な

も
の
で
あ
っ
た
か

は
、「
定
価
」が
日

記
に
記
載
さ
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
、

「
平
台
１
号
」と

呼
ば
れ
る
機
種

で
あ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

　
昭
和
３
（
１

９
２
８
）年
に
発
売
さ
れ
た「
平
台
１

号
」は
、
同
２
年
に
設
立
さ
れ
た
「
河

合
楽
器
研
究
所
」（
同
４
年
に
河
合
楽

器
製
作
所
に
改
称
）
が
製
作
し
た
カ

ワ
イ
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
の
第
一
号
機

で
、奥
行
　
セ
ン
チ
、　
鍵
、
象
牙
鍵

161

88

盤
、漆
の
塗
装
と
い
っ
た
当
時
の
技
術

の
粋
を
結
集
さ
せ
た
も
の
で
し
た
。

　
昭
和
　（
１
９
３
６
）年
５
月
１

11

日
、
第
三
校
舎
で
ピ
ア
ノ
披
露
音
楽

会
が
挙
行
さ
れ「
ピ
ア
ノ
曲
銀
波
の

曲
独
奏
す
る
。
レ
コ
ー
ド
お
祭
り
も

か
け
る
。
９
時
よ
り
　
時
半
ま
で
２

12

回
繰
り
返
し
た
わ
け
だ
」と
日
記
に

書
い
て
い
ま
す
。「
銀
波
」は
ワ
イ
マ

ン
作
曲
の
作
品
で
、「
お
祭
り
」は
島

田
芳
文
の
詩
に
直
治
が
作
曲
し
、
レ

コ
ー
ド
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
直
治
自
身
も
、ピ
ア
ノ
を

購
入
す
る
こ
と
に
な
り
、「
午
後
３
時

半
、河
合
楽
器
店
に
向
う
。
ピ
ア
ノ

選
定
の
た
め
な
り
。『
番
号
６
７
７

４
』の
も
の
と
決
定
し
た
り
」（
昭
和

　
年
５
月
７
日
）「
午
後
５
時
半
ピ
ア

11ノ
到
着
し
た
り
」（
同
年
５
月
　
日
）

13

と
書
き
残
し
て
い
ま
す
。河
合
楽
器

㈱
で
は
、昭
和
３
年
ご
ろ
か
ら
年
間

千
台
前
後
の
ピ
ア
ノ
を
製
造
し
て
い

た
そ
う
で
す
。

※
文
中
敬
称
略（
次
号
へ
続
く
）

【
取
材
協
力
】
船
橋
市
立
船
橋
小
学

校
、
河
合
楽
器
株
式
会
社
、
株
式
会

社
河
合
楽
器
製
作
所

第三校舎で購入したピアノと同型の「平台１号」
／写真提供＝㈱河合楽器製作所

◆
５
月
に
羽
生
名
人
と
三
浦

八
段
が
熱
戦
を
展
開
し
た
市

民
会
館
の「
松
の
 間
 」か
ら
庭

ま

園
を
眺
め
る
と
、
立
派
な
紅

葉
に
気
が
つ
き
ま
す
。
晩
秋

か
ら
初
冬
に
か
け
て
真
っ
赤

に
燃
え
た
か
と
思
う
と
、
や

が
て
木
枯
ら
し
と
と
も
に
散

っ
て
い
き
ま
す
▼
わ
が
家
の

庭
先
で
も
 櫨
 の
木
の
葉
が
、

は
ぜ

赤
く
な
り
始
め
ま
し
た
。「
落

ち
葉
」を
ご
み
と
し
て
捨
て
ず

に
、
堆
肥
に
し
、
再
利
用
す

る
取
り
組
み
を
本
号
３
面
で

紹
介
し
て
い
ま
す
▼
市
民
の

皆
さ
ん
の
協
力
で
集
め
ら
れ

た
落
ち
葉
や
剪
定
枝
な
ど
は
、

農
薬
や
化
学
肥
料
を
極
力
使

わ
な
い
農
業
に
役
立
て
ら
れ

て
い
ま
す
。　
　
　
　（
わ
）


